
1000
1

1 0
1

100
1

100
1

1000
1

1 0
1

小５ 算数「整数と小数」 組 番 氏名

（１）本州と北海道を結ぶ「青函トンネル」 ，日本で一番長い鉄道トンネルで，は

㎞あります。この という数について，次の①～③に答えましょう。５３.８５ ５３.８５

① 次の にあてはまる数をかきましょう。

５３.８５＝１０× ＋１× ＋０.１× ＋０.０１×

② 倍， 倍， 倍した数をかきましょう。１０ １００ １０００

１０倍 １００倍 １０００倍

③ 倍， 倍, 倍した数をかきましょう。

倍 倍 倍

（２）次の数は， をそれぞれ何倍した数ですか。０.１２５

① １２.５ ② １２５０ ③ １２５

（３）次の計算をしましょう。

① ６０.４３×１０ ② ３２.５×１００

③ ６０.４３÷１０ ④ ３２.５÷１００

（４）下の に ， ， ， ， のカードをあてはめて，５０に

一番近い数をつくりましょう。

・

３ ５１ ９ ７

倍 倍 倍



1 0
1

100
1

1000
1

100
1

1000
1

1 0
1

小数点の位置に気をつけましょう。

数の並び方は変わりません。

倍, 倍, 倍とな

ると，小数点が左に移動
します。

十の位は「５」，あとは小さい

順に入れていくと，５０に一番近

い数になります。

小５ 算数「整数と小数」解答・解説

（１）本州と北海道を結ぶ「青函トンネル」 ，日本で一番長い鉄道トンネルで，は

㎞あります。この という数について，次の①～③に答えましょう。５３.８５ ５３.８５

① 次の にあてはまる数をかきましょう。

５３.８５＝１０× ＋１× ＋０.１× ＋０.０１×

② 倍， 倍， 倍した数をかきましょう。１０ １００ １０００

１０倍 １００倍 １０００倍

③ 倍， 倍, 倍した数をかきましょう。

倍 倍 倍

（２）次の数は， をそれぞれ何倍した数ですか。０.１２５

① １２.５ ② １２５０ ③ １２５

（３）次の計算をしましょう。

６０４.３ ＝３２５０① ６０.４３×１０ ② ３２.５×１００＝

６.０４３ ＝０.３２５③ ６０.４３÷１０＝ ④ ３２.５÷１００

（４）下の に ， ， ， ， のカードをあてはめて，５０に

一番近い数をつくりましょう。

・

３ ５１ ９ ７

5 1 73 9

10倍,100倍,1000倍となると，
小数点が右に移動します。

５３８．５ ５３８５ ５３８５０

１００倍 １００００倍 １０００倍

５ ３ ８ ５

５．３８５ ０．５３８５ ０．０５３８５

100
1

1 0
1

1000
1



小５ 算数「体積」１          組  番 名前         

 

１ １辺が１㎝の立方体の積み木で，下の図のような直方体を作りました。この直方体

の体積を求めましょう。 

 

 

 

 

 答え    ㎝３  

 

２ 次の立体の体積を求める公式で，   にあてはまる言葉を書きましょう。 

（１） 

直方体の体積＝    ×    ×    。 

（２） 

立方体の体積＝    ×    ×    。 

 

３ 次の立体の体積を求めましょう。 

（１）直方体              （２）立方体 

 

 

 

 

 

 

 

 答え     ㎝３            答え     ㎝３ 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

                    答え     ㎝３ 

 

８㎝

７㎝

５㎝

６㎝

６㎝

６㎝

２㎝

４㎝

３㎝

１㎝

２㎝



小５ 算数「体積」１ 解答・解説  

 

１ １辺が１㎝の立方体の積み木で，下の図のような直方体を作りました。この直方

体の体積を求めましょう。 

【解答・解説】 

立体は，たて３㎝，横４㎝，高さ３㎝の直方体なので， 

体積は，３×４×３＝３６ 

 

 

 答え ３６㎝３   

 

２ 次の立体の体積を求める公式で，   にあてはまる言葉を書きましょう。 

（１） 

直方体の体積＝ たて × 横  × 高さ 。 

（２） 

立方体の体積＝ 1 辺 × 1 辺 × 1 辺 。 

 

３ 次の立体の体積を求めましょう。 

（１）直方体              （２）立方体 

 【解答・解説】             【解答・解説】 

たて×横×高さ で求められるので，    １辺×１辺×１辺 で求められるので， 

   ７×５×８ ＝ ２８０          ６×６×６ ＝ ２１６ 

 

 答え ２８０㎝３            答え ２１６㎝３  

 

（３） 

                    【解答・解説】 

左の図のように，２つの直方体に分けて 

体積を求めます。 

（３×２×２）＋（３×２×１）＝１８ 

 

※ これ以外にも，いろいろな分け方で 

体積を求めることができます。 

３×２×１＝６㎝３       

    ３×２×２＝１２㎝３                答え  １８㎝３   

 

２㎝

４㎝

３㎝

１㎝

２㎝



小５ 算数「体積」２ 組 番 氏名

， ， 。 ，チーバくんは 下の図のような 直方体の形をしたとうふを買ってきました たて８㎝

横１４㎝，高さ６㎝のとき，次の各問いに答えましょう。

（１）このとうふの体積は何㎝ になるでしょうか。３

（２）このとうふを，図のように横１４㎝を６㎝と８㎝に切って２つに分けました。

小さい方のとうふの体積は，何㎝ になるか求めましょう。３

（３ （２）で切った大きい方のとうふを，たて，横，高さを，それぞれはじから２㎝の）

大きさで切っていくと，全部で何個に分けられますか。

６㎝

１４㎝

８㎝

６㎝

１４㎝

８㎝

２㎝

２㎝
２㎝

８㎝６㎝



小５ 算数「体積」２ 解答･解説

， ， 。 ，チーバくんは 下の図のような 直方体の形をしたとうふを買ってきました たて８㎝

横１４㎝，高さ６㎝のとき，次の各問いに答えましょう。

（１）このとうふの体積は何㎝ になるでしょうか。３

３（解答） ６７２㎝

（解説） 直方体の体積の求め方は，

（たて）×（横）×（高さ）なので

８×１４×６＝６７２

（２）このとうふを，下の図のように横１４㎝を６㎝と８㎝に切って２つに分けました。

小さい方のとうふの体積は，何㎝ になるか求めましょう。３

３（解答） ２８８㎝

（解説）

小さい方のとうふは

横の長さが６㎝なので

８×６×６＝２８８

（３ （２）で切った大きい方のとうふを，たて，横，高さを，それぞれはじから２㎝の）

大きさで切っていくと，全部で何個に分けられますか。

（解答） ４８個

（解説）

【その１ （たて，横，高さ，で考える） 【その２ （ 体積から考える）】 】

（ ）（ ） ， ，たて，横，高さを２㎝間隔で切ると， １ ２ から 小さいとうふの体積は

たて４つ，横４つ，高さ３つに分けられ ６７２－２８８＝３８４

るので，個数は全部で ３８４㎝ の直方体が，８㎝ の立方体３ ３

４×４×３＝４８ （１辺２㎝の立方体）いくつ分になるを

考えると ３８４÷８＝４８

６㎝

１４㎝

８㎝

６㎝

１４㎝

８㎝

６㎝ ８㎝



小５ 算数「体積」３ 組 番 氏名

１辺が１２㎝の正方形の紙があります。ゆうきさんは，この紙の四すみから正方形を切

り取って，ふたのない箱を作ります。

（１）ゆうきさんは，切り取る正方形の１辺の

長さを２㎝で考えました。できあがった箱

の容積は何㎝ になったでしょうか。３

（２）ゆうきさんは，箱の容積をなるべく大き

くするために，次のように考えました。

ゆうきさんの考えが正しいかどうか，式と言葉で説明しましょう。

「箱を立方体にすれば，容積は最も大きくなる。」



小５ 算数「体積」３ 解答・解説

１辺が１２㎝の正方形の紙があります。ゆうき

， ，さんは この紙の四すみから正方形を切り取って

ふたのない箱を作ります。

（１）ゆうきさんは，切り取る正方形の１辺の長

さを２㎝で考えました。できあがった箱の容

積は何㎝ になったでしょうか。２

３（解答） １２８ ㎝

（解説）

上の図のような直方体の箱になります。

この容器の体積は， たて×横×高さ で求めることができるので，

８×８×２＝１２８（㎝ ）となります。３

８㎝

８㎝

２㎝

２㎝ ８㎝

８㎝２㎝



（２）ゆうきさんは，箱の容積をなるべく大きくするために，次のように考えました。

ゆうきさんの考えが正しいかどうか，式と言葉で説明しましょう。

（解答例）

箱が立方体になるとき，たて，横，高さは，すべて４㎝になる。

容積は，４×４×４＝６４（㎝ ）３

しかし （１）の結果から，高さが２㎝のときの容積は１２８（㎝ ）となるので，， ３

立方体になるときの容積は最も大きくない。

よって，ゆうきさんの考えは正しくない。

（解説）

箱が立方体になるのは，たて，横，高さが，すべて４㎝になるときです。

そのときの容積は， ４×４×４＝６４ (㎝ ) となります。３

切り取る１辺の長さと，できあがった箱の容積の表を作り，他の長さのときの容積

を調べてみます。

０ １ ２ ３ ４ ５ ６切り取る１辺の長さ（㎝）

(㎝ ) 100 128 108 64 50できあがった箱の容積 ３

上の表から，切り取る１辺の長さが２のときに１２８㎝ となり，最も容積が大き３

くなります。

， 。箱が立方体になるときの容積は６４㎝ なので これは最も大きいとはいえません３

【 】ポイント

① 表にして順序よく考えてみると，わかりやすくなります。

② 「切り取る長さ」と「体積」をともなって変わる量として考えてみよう。

③ 表ができたら，比例・反比例の関係になっているのか，考えてみよう。

④ 「ふえる 「へる」などの変化の様子に注目すると，考えやすくなります。」

⑤ 最大値や最小値がどうなるのか，ということにも注目しましょう。

「箱を立方体にすれば，容積は最も大きくなる。」



小５ 算数「量の単位」１ 組 番 氏名

次の にあてはまる答えを書きましょう。

重 さ

① ｇ ＝ 1 ㎏ ＝ ｔ

② ｇ ＝ ㎏ ＝ 1ｔ

体 積

③ ＝ ＝ １LｍL ｄL

④ ｍL ＝ １ｄL

⑤ １ｍL ＝ ｄL ＝ L

３⑥ １L ＝ ㎝

３ ３⑦ １ｍ ＝ ㎝

水の重さと体積

水は，１㎝ ＝１ｇです。このことを使って考えましょう。３

⑧ １Ｌ ＝ ㎏

⑨ １ｍ ＝ ｔ 水１㎝ ＝１ｇ３ ３

1㎝

1㎝

1㎝

1㎤



小５ 算数「量の単位」１解答・解説

重 さ

① ｇ＝ １㎏ ＝ ｔ【解答】 １０００ ０.００１

② ｇ＝ １０００ ㎏ ＝ 1 ｔ１００００００

【解説】 1000倍 1000倍

１ｇ １㎏ １ｔ

倍 倍

体 積

③ ＝ ＝ １L【解答】 １０００ １０mL dL

④ mL ＝ １dL１００

⑤ １mL ＝ dL ＝ L０.０１ ０.００１

３⑥ １L ＝ ㎝１０００

３ ３⑦ １㎝ ＝ ㎝１００００００

【解説】 100倍 10倍

１ｍL １ｄL １L

倍 倍

水の重さと体積

⑥ １Ｌ ＝ ㎏【解答】 １

⑦ １ｍ ＝ ｔ１３

【解説】⑥１Ｌ＝１０００㎝ を使って考えると求められます。３

⑦１ｍ ＝１００００００㎝ ，１ｔ＝１０００㎏を使って考えると求められま３ ３

す。

１kg水１L

1000
1

1000
1

100
1

10
1





組 番 氏名小５ 算数「量の単位」２

次の にあてはまる答えを書きましょう。

倍 倍

倍 倍

① （倍）

② （倍）

③ （倍）

④ （倍）

1㎤ 1000㎤ 1㎥

1mL

1kL

1L

① ②

④③



小５ 算数「量の単位」２ 解答・解説

次の にあてはまる答えを書きましょう。

倍 倍

※１㎥を㎤に直してから考えましょう。

倍 倍

１
を表しています。※m（ミリ）は

１０００

※ｋ（キロ）は１０００倍を表しています。。

１０００ （倍）①

１０００ （倍）②

（倍）③
１

１０００

（倍）④
１

１０００

1㎤ 1000㎤ 1㎥

1mL

1kL

1L

① ②

④③



小５ 算数「量の単位」３        組  番 氏名        

 

○次の   にあてはまる答えを書きましょう。 

 ☆立方体の辺の長さと体積の関係に注目 
 

 

 

   １辺１㎝ 

                               １辺１０㎝ 

       １辺１００㎝＝１m 

①     ② 

  体積は           倍      体積は           倍 

 

 

 

 ☆「m(ミリ)」や「k(キロ)」に注目 

 

 

 

 

 

 

③     ④ 

  体積は           倍      体積は           倍 

 

 

 

 

 

 

 ㎤  ㎤ 1 ㎥＝         ㎤ 

１mL 

１kL 

１L 

体積は①倍 体積は②倍 

体積は③倍 体積は④倍 



小５ 算数「量の単位」３ 解答・解説  

 

○次の   にあてはまる答えを書きましょう。 

 ☆立方体の辺の長さと体積の関係に注目 
 

 

 

   １辺１㎝ 

                               １辺１０㎝ 

       １辺１００㎝＝１m 

①     ② 

  体積は   １０００    倍      体積は   １０００    倍 

 

 

 

 ☆「m(ミリ)」や「k(キロ)」に注目 

 

 

 

 

 

 

③     ④ 

  体積は           倍      体積は           倍 

 

      ※m(ミリ)は
１

１０００
を表しています。 

  ※k(キロ)は１０００倍を表しています。 

１ ㎤ １０００ ㎤ 1 ㎥＝ １００００００ ㎤ 

１mL 

１kL 

１L 

体積は①倍 体積は②倍 

体積は③倍 体積は④倍 

１

１０００
 １

１０００
 



小５ 算数「比例」         組  番 氏名          

 

１ 次の図のような三角形があります。 

 

 この三角形の底辺の長さ６cm は変えずに，高さを１cm，２cm，３cm，…と変えていき

ます。このとき，面積がどのように変わるか調べましょう。 

（１）表の空らんに数字を入れましょう。 

              三角形の高さと面積 

高さ（cm） １ ２ ３ ４ ５   

面積（cm2）        

 

（２）高さを２倍，３倍，…にすると，面積はどのように変わりますか。 

 

答え                       
 

（３）一方が２倍，３倍，…になると、もう一方も２倍，３倍，…になる関係のことを

何と言いますか。 

答え         
 

２ 次の表の空欄に数字を入れ、比例しているものを選びましょう。答え       

① 正方形の１辺の長さと面積 

１辺の長さ（ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６  

面積（㎠）        

② １ｍの重さが２０ｇのはり金の長さとそのときの重さ 

はり金の長さ（ｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６  

はり金の重さ（ｇ）        

③ １８０ページの本を１日２０ページ読むときの、日数と残りのページ数 

読んだ日数（日） １ ２ ３ ４ ５ ６  

残りのページ数（ページ）        

④ 面積が２４㎠の長方形のたての長さと横の長さ 

たての長さ（ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６  

横の長さ（ｃｍ）        

⑤ １００ｇの値段が１５０円の肉を買うときの、肉の重さと値段 

肉の重さ（ｇ） １００ ２００ ３００ ４００ ５００ ６００  

値段（円）        

⑥ 重さが１kg の箱に□kg の物を入れた時の重さ 

入れたものの重さ（kg） １ ２ ３ ４ ５ ６  

箱全体の重さ（kg）        

６㎝

１㎝



小５ 算数「比例」 解答・解説  

１ 次の図のような三角形があります。 

 

 この三角形の底辺の長さ６cm は変えずに，高さを１cm，２cm，３cm，…と変えていき

ます。このとき，面積がどのように変わるか調べましょう 

（１）表の空らんに数字を入れましょう。 

              三角形の高さと面積 

高さ（cm） １ ２ ３ ４ ５   

面積（cm2） ３ ６ ９ １２ １５   

 

（２）高さを２倍，３倍，…にすると，面積はどのように変わりますか。 

 

答え ２倍，３倍・・・になる。          
 

（３）一方が２倍，３倍，…になると、もう一方も２倍，３倍，…になる関係のことを

何と言いますか。 

答え   比例    

 

２ 次の表の空欄に数字を入れ、比例しているものを選びましょう。答え ②，⑤   

① 正方形の１辺の長さと面積 

１辺の長さ（ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６  

面積（㎠） １ ４ ９ １６ ２５ ３６  

② １ｍの重さが２０ｇのはり金の長さとそのときの重さ 

はり金の長さ（ｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６  

はり金の重さ（ｇ） ２０ ４０ ６０ ８０ １００ １２０  

③ １８０ページの本を１日２０ページ読むときの、日数と残りのページ数 

読んだ日数（日） １ ２ ３ ４ ５ ６  

残りのページ数（ページ） １６０ １４０ １２０ １００ ８０ ６０  

④ 面積が２４㎠の長方形のたての長さと横の長さ 

たての長さ（ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６  

横の長さ（ｃｍ） ２４ １２ ８ ６ ４.８ ４  

⑤ １００ｇの値段が１５０円の肉を買うときの、肉の重さと代金 

肉の重さ（ｇ） １ ２ ３ ４ ５ ６  

値段（円） １５０ ３００ ４５０ ６００ ７５０ ９００  

⑥ 重さが１kg の箱に□kg の物を入れた時の重さ 

入れたものの重さ（kg） １ ２ ３ ４ ５ ６  

箱全体の重さ（kg） ２ ３ ４ ５ ６ ７  
 

６㎝

１㎝



小５ 算数「小数のかけ算」 １     組  番 氏名          

 次の問題を図と式で表しましょう。また、計算の仕方を式で表しましょう。 
（１）１ｍ８０円のリボンの２.５ｍの代金を求める。 
 （図） 
 ０       円 
 
 ０       ｍ 
 （式） 
  ８０×（   ） 

（計算の仕方） 
  ８０×（   ）＝８０×（   ）＋８０×（   ） 
        ＝（   ）＋（   ） 

＝（   ） 
  ８０×２.５＝８０×（２.５×（   ））÷１０ 

＝８０×（   ）÷１０ 
＝（   ）÷１０ 
＝（   ） 

（２）１ｍの重さ３㎏の鉄の棒５.７ｍの重さを求める。 
（図） 

 
 
 
 （式） 
 
 （計算の仕方） 
  
  

 
（３）赤のリボン４.３ｍの０.８倍の青のリボンの長さを求める。 

（図） 
 
 
 
 （式） 
 
 （計算の仕方） 
   

 
 

 



小５ 算数「小数のかけ算」1      組  番 氏名         
 次の問題を図と式で表しましょう。また、計算の仕方を式で表しましょう。 
（１）１ｍ８０円のリボンの２.５ｍの代金を求める。 
 （図）０       ８０                   円 
 
    ０       １          ２.５  ｍ 
 （式）８０×２.５ 
 （計算の仕方） 
  ８０×２．５＝８０×２＋８０×０.５ 
        ＝１６０＋４０ 

＝２００ 
  ８０×２．５＝８０×（２.５×１０）÷１０ 

＝８０×２５÷１０ 
＝２０００÷１０ 
＝２００ 

（２）１ｍの重さ３㎏の鉄の棒５.７ｍの重さ求める。 
 （図）０   １   ２    ３    ４       ５  ５.７     ｍ 
 
    ０   ３                         ㎏ 

（式）３×５.７ 
 （計算の仕方） 例 
   ３×５．７＝３×（５.７×１０）÷１０ 
        ＝３×５７÷１０ 

＝１７１÷１０ 
＝１７.１ 

（３）赤のリボン４.３ｍの０.８倍の青のリボンの長さを求める. 
（図）０      ０.８  １                      倍 

  
    ０          ４.３                ｍ 
 （式）４.３×０.８ 
 （計算の仕方） 
   ４.３×０.８＝４.３×（０.８×１０）÷１０ 
         ＝４.３×８÷１０ 

＝３４.４÷１０ 
＝３.４４ 

    ４.３×０.８＝４.３×（０.８×１０）÷１０ 
         ＝４.３×８÷１０ 

＝３４.４÷１０ 
 ＝３.４４ 



小５ 算数「小数のかけ算」２     組  番 氏名         
 
 次の計算をしましょう。（筆算も書きましょう。） 
   
  ① ６０×８             ⑥２.５×３.９ 

 

 

 

 

 

 

  ② ６０×０.８            ⑦ ０.７×０.８ 

 

 

 

 

 

 

  ③ ６０×０.０８           ⑧ ０.６×０.０３ 

 

 

 

 

 

 

  ④ ８０×２.６            ⑨ ６３.５×４.７４ 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ ９×０.４             ⑩ ０.０９×１.８２ 

 
 
 
 
 
 



小５ 算数「小数のかけ算」２解答・解説  
 
 次の計算をしましょう。（筆算も書きましょう。） 

① ６０×８＝４８０   ⑥ ２.５×３.９＝９.７５ 

      ６ ０              ２.５ 

    ×   ８                       × ３.９ 

       ４ ８ ０                         ２ ２ ５ 

                                        ７ ５    

９.７ ５ 

 

② ６０×０.８＝４８   ⑦ ０.７×０.８＝０.５６ 

          ６ ０                            ０.７ 

    × ０.８                        × ０.８  

       ４ ８.０                         ０.５ ６ 

                                                                             

  

③ ６０×０.０８＝４.８  ⑧ ０.６×０.０３＝０.０１８ 

            ６ ０                          ０.６ 

    × ０.０ ８                    × ０.０ ３  

          ４.８ ０           ０.０ １ ８ 

    

 ④ ８０×２.６＝２０８  ⑨ ６３.５×４.７４＝３００.９９ 

              ８ ０                         ６ ３.５      

     ×  ２.６             ×  ４.７ ４      

       ４ ８ ０             ２ ５ ４ ０ 

       １ ６ ０             ４ ４ ４ ５ 

     ２ ０ ８.０         ２ ５ ４ ０         

                        ３ ０ ０.９ ９ ０ 

 

 ⑤ ９×０.４＝３.６   ⑩ ０.０９×１.８２＝０.１ ６ ３ ８ 

                                         ０.０ ９ 

             ９                    ×  １.８ ２ 

          ×  ０.４                           １ ８ 

              ３.６                        ７ ２ 

                                           ９        

０.１ ６ ３ ８ 

 

 

・小数点がないものと

して，計算します。 

・積の小数点から下の

けた数は，かけられる

数とかける数の小数

点から下のけた数の

和になります。 

 
 

  

 
 

小数点以下の ０ は消します。 

小数点から下のけた数

の和は２ 

小数点から下のけた数は

１つ 

 

 

   

小数点から下のけた

数の和は３ 

 

 

 

 

   



小５ 算数「小数のわり算」1      組  番 氏名         
 次の問題を図と式で表しましょう。また、計算の仕方を式で表しましょう。 
（１）２.５ｍの代金が２２５円のリボンの１ｍの代金を求めましょう。 
 （図） 
    ０                                円 
 
    ０                           ｍ 
 （式）（   ）÷（   ）            （答え） 

（計算の仕方） 
 （   ）÷（   ）＝（    ）÷（   ×１０）×１０ 
            ＝（    ÷    ）×１０ 

＝（    ）×１０ 
＝（    ） 

 （   ）÷（   ）＝（   ×１０）÷（   ×１０） 
            ＝（   ）÷（   ） 

＝（   ） 
（２）2.5Lで15㎡ぬれるペンキがあります。このペンキ１Lでぬれる面積を求めましょう。 

（図） 
 
 
 
 （式）                        （答え）   
 
 （計算の仕方） 
   

 
 

（３）４.２Ｌのジュースを０.７Ｌずつ水とうに入れます。ジュースが０.７Ｌ入った水と

うは，いくつできるか求めましょう。 
（図） 

 
 
 
 （式）                         （答え） 
 
 （計算の仕方） 
   
 
 



小５ 算数「小数のわり算」1      組  番 氏名         
 次の問題を図と式で表しましょう。また、計算の仕方を式で表しましょう。 
（１）２.５ｍの代金が２２５円のリボンの１ｍの代金を求めましょう。 
 （図） 
    ０                        ２２５  円 
 
    ０       １          ２.５  ｍ 
（式）（２２５）÷（２.５）              （答え）９０円 

（計算の仕方） 
 （２２５）÷（２.５） ＝（２２５）÷（２.５×１０）×１０ 
             ＝（２２５÷２５）×１０ 

＝（ ９ ）×１０ 
＝（ ９０ ） 

 （２２５）÷（２.５） ＝（２２５×１０）÷（２.５×１０） 
            ＝（２２５０）÷（２５） 
   ＝（９０） 
（２）2.5Lで15㎡ぬれるペンキがあります。このペンキ１Lでぬれる面積を求めましょう。 

（図） 
    ０                        １５           ㎡ 
 
    ０       １          ２.５          Ｌ 
 （式）１５÷２.５                   （答え）６㎡ 
 （計算の仕方） 
１５÷２.５＝１５÷（２.５×１０）×１０ or １５÷２.５＝（１５×１０）÷（２.５×１０） 

＝１５÷２５×１０           ＝１５０÷２５ 
     ＝６                  ＝６ 
（３）４.２Ｌのジュースを０.７Ｌずつ水とうに入れます。ジュースが０.７Ｌ入った水と

うは，いくつできるか求めましょう。 
（図） 

    ０   １                           本 
 
    ０   ０.７                 ４.２     Ｌ 
 
 （式）４.５÷０.７＝６       （答え）６本 
 （計算の仕方） 
４.２÷０.７＝４.２÷（０.７×１０）×１０ or ４.２÷０.７＝（４.２×１０）÷（０.７×１０） 

＝４.２÷７×１０           ＝４２÷７ 
＝６                 ＝６ 

 



小５ 算数「小数のわり算」２ 組 番 氏名

次の計算をしましょう （筆算も書きましょう ）。 。

① ８÷１.６ ② ２０÷２.５

③ ９÷０.３ ④ ２.４÷０.４

⑤ ０.０８÷０.０４ ⑥ ４.２÷０.０７

⑦ ０.０３÷０.０６ ⑧ ９.６÷０.０５

⑨ ２０÷０.２５ ⑩ ７.６８÷３.２



    

    

        

        

      

小５ 算数「小数のわり算」２ 解答・解説

次の計算をしましょう （筆算も書きましょう ）。 。

＝５ ＝８① ８÷１.６ ② ２０÷２.５

５ ８
１.６ ８ ０ ２.５ ２ ０ ０

８ ０ ２ ０ ０

０ ０

＝３０ ＝６③ ９÷０.３ ④ ２.４÷０.４

３ ０ ６
０.３ ９ ０ ０.４ ２.４

９ ２ ４

０ ０

【解説】わる数が整数になるように１０倍したら，わられる数も１０倍します。

＝２ ＝６０⑤ ０.０８÷０.０４ ⑥ ４.２÷０.０７

２ ６ ０
０.０ ４ ０.０ ８ ０.０ ７ ４.２ ０

８ ４ ２

０ ０

【解説】わる数が整数になるように１００倍したら，わられる数も１００倍します。

＝０.５ １９２⑦ ０.０３÷０.０６ ⑧ ９.６÷０.０５=

０.５ １ ９ ２
０.０ ６ ０.０ ３ ０.０ ５ ９.６ ０

３ ０ ５

０ ４ ６

４ ５

１ ０

１ ０

０

＝８０ ＝２.４⑨ ２０÷０.２５ ⑩ ７.６８÷３.２

８ ０ ２.４
０.２ ５ ２ ０.０ ０ ３.２ ７.６ ８

２ ０ ０ ６ ４

０ １ ２ ８

１ ２ ８

０

・わる数が整数になるよ

うに，わる数とわられる

数の小数点を同じけた数

だけ，右にうつします。

・整数のわり算と同じよ

うに計算します。

・商の小数点は，わられ

る数のうつした小数点に

そろえてつけます。



小５ 算数「合同な図形」 組 番 名前

１ 次のＡ～Ｉの図形から，合同な図形を２組見つけましょう。

と と

２ 右の四角形 「あ」と「い」は，

合同な四角形です。

（１）辺ＡＤに対応する辺

はどこですか。

（２）角Ｂに対応する角

はどこですか。

（３）角Ｇは何度ですか。

（４）辺ＨＧは何㎝ですか。

（１）辺 （２）角 （３） 度 (４） ㎝

３ 下の三角形ＡＢＣと合同な三角形ＤＥＦを，

じょうぎ，分度器，コンパスなどをつかってかきましょう。

4㎝

2㎝

2.6㎝

3㎝

70°75°

125°

5.8㎝

40° 70°



小５ 算数「合同な図形」解答・解説

解答】１【

Ｃ と Ｉ Ｄ と Ｇ

【解説】マス目を数えて，すべての辺の長さが同じであるかを調べます。

２

（１）辺ＥＦ （２）角 Ｈ （３） ７５度 (４） ２ｃｍ

【解説】図形を重ね合わせて，ちょうど重なるところが対応する辺や角になります。

【解答・解説】３

＜分度器を使ってかく方法＞

対応する角度を分度器ではかって（４０°と７０° ，三角形をかきます。）

＜コンパスを使ってかく方法＞

コンパスで，辺ＡＢと辺ＡＣの長さをはかって三角形をかきます。

40° 70°



小５ 算数「倍数と約数」１     組  番 氏名          

１ 次の数の倍数や公倍数を見つけましょう。 

① ５の倍数を小さい方から３つ   ② ８の倍数を小さい方から３つ 

   

③ ３と７の公倍数を小さい方から３つ ④ ４と６の公倍数を小さい方から３つ 

   

⑤ 12と16の公倍数を小さい方から３つ ⑥ ８と16と20の公倍数を小さい方から３つ 

   

２ 次の数の約数や公約数をすべて見つけ，③～⑥は最大公約数に〇をしましょう。 

① ６の約数          ② ４０の約数 

   

③ ２０と８の公約数         ④ ２４と３６の公約数 

   

 ⑤ １２と１８と２４の公約数     ⑥ １６と２８と３６の公約数 

   

３ 次の問題に答えましょう。 

（１）ある駅から電車は８分ごとに，バスは１２分ごとに発車します。午前７時に電車と

バスが同時に発車しました。 

① この次に電車とバスが同時に発車するのは，午前何時何分ですか。 

 

答え             

② 午前７時から正午までに，電車とバスが同時に発車することは，何回ありますか。 

 

答え           

（２）あめ玉５４個と，チョコレート３０個があります。どちらもあまらないように同じ

人数で、一人あたり同じ数ずつ分けます。 

① できるだけ多くの人に分けるとしたら，何人で分けられるでしょうか。 

 

答え           

② ①のとき、一人に何個ずつ分けられますか。 

 

答え あめ玉   個 チョコレート  個   

 



小５ 算数「倍数と約数」１ 解答・解説  

１ 次の数の倍数や公倍数を見つけましょう。 

① ５の倍数を小さい方から３つ   ② ８の倍数を小さい方から３つ 

   

③ ３と７の公倍数を小さい方から３つ ④ ４と６の公倍数を小さい方から３つ 

   

⑤ 12と16の公倍数を小さい方から３つ ⑥ ８と16と20の公倍数を小さい方から３つ 

   

 

 

 

 

 

２ 次の数の約数や公約数をすべて見つけ，③～⑥は最大公約数に〇をしましょう。 

① ６の約数          ② ４０の約数 

   

③ ２０と８の公約数         ④ ２４と３６の公約数 

   

 ⑤ １２と１８と２４の公約数     ⑥ １６と２８と３６の公約数 

   

 

 

 

 

３ 次の問題に答えましょう。 

（１）ある駅から電車は８分ごとに，バスは１２分ごとに発車します。午前７時に電車と

バスが同時に発車しました。 

① この次に電車とバスが同時に発車するのは，午前何時何分ですか。 

８と１２の最小公倍数を見つけます。 

８の倍数：８，１６，２４，３２・・・ 

１２の倍数：１２，２４，３６・・・ 

答え   午前７時２４分   

５，１０，１５ 

４８，９６，１４４ 

１２，２４，３６ ２１，４２，６３ 

１，２，３，６ １，２，４ 

１，２，３，４，６，１２ １，２，４ 

１，２，４，５，８，１０，２０，４０ 

８０，１６０，２４０ 

１，２，３，６ 

８，１６，２４ 

【ポイント】公倍数のみつけ方 

① 大きい数の倍数から考えて，最小公倍数を見つける。（６の倍数：6,12,18…） 

② 最小公倍数の倍数が，公倍数となる。（12 の倍数：12,24,36…） 

【ポイント】公約数のみつけ方 

・ 小さい数の約数から考えて，最大公約数を見つける。（12 の約数：1,2,3,4，6,12)

・ 最大公約数の約数が，すべて公約数となる。（６の約数：1,2,3,6） 



② 午前７時から正午までに，電車とバスが同時に発車することは，何回ありますか。 

午前７時から正午までは５時間あり，５時間は３００分です。 

この３００分で２４分ごとに同時に出発するので、 

３００÷２４＝１２ あまり１２ 

答え    １２回    

（２）あめ玉５４個と，チョコレート３０個があります。どちらもあまらないように同じ

人数で、一人あたり同じ数ずつ分けます。 

① できるだけ多くの人に分けるとしたら，何人で分けられるでしょうか。 

５４と３０の「公約数のうち、最も大きい数（→最大公約数）」を見つけます。 

  ５４の約数：１，２，３，６，９，１８，２７，５４ 

  ３０の約数：１，２, ３，５，６，１０，１５，３０ 

答え    ６人     

② ①のとき、一人に何個ずつ分けられますか。 

あめ玉とチョコレートの個数をそれぞれ人数でわります。 

５４÷６＝９    ３０÷６＝５ 

答え あめ玉 ９ 個 チョコレート ５ 個   



小５ 算数「分数」１            組  番 氏名       

 

（１） 次の図を見て   にあてはまる数をかきましょう。 
 

  ①                   

 

 
 

  ② 

 

 

 

（２） 次の   にあてはまる数をかきましょう。 
 

① 
２

３
 ＝ 

１２
   ② 

１５

２０
 ＝ 

 ４ 
   ③ 

２

７
 ＝ 

４９
  ④ 

２０

６４
 ＝ 

 ５ 
 

 

 

（３） 次の分数を約分しましょう。 

① 
１２

３６
         ② 

２４

４２
         ③ 

２０

５０
 

 

 

 

（４） 次の分数を通分しましょう。 

① 
１

５
 ，

５

６
        ② 

８

９
 ，

１

３
       ③ 

５

８
 ，

７

１２
 

 

 

 

（５） 次の分数を通分して大きさを比べ，  にあてはまる不等号をかきましょう。 

① 
２

５
   

１

３
      ② 

３

８
   

５

１２
     ③ 

５

６
   

１２

１４
 

 

（６） 次の分数を通分しましょう。 
 

① 
２

３
 ，

３

４
 ，

１

２
     

２

３
 ＝ 

１２
 ，

３

４
 ＝ 

１２
 ，

１

２
 ＝ 

１２
 

 

② 
３

５
 ，

７

１０
 ，

１

４
    

３

５
 ＝ 

  
 ，

７

１０
 ＝ 

  
 ，

１

４
 ＝ 

  
 

 

 

 

  

 

   

   

   

   

   

   

 

   
 
         

  
 
      

２

３
 ＝ 

  
 

 

 

  
 ＝ 

  
 

２ 

 

 

 



小５ 算数「分数」１解答・解説  
 

（１） 次の図を見て   にあてはまる数をかきましょう。 
 

  ① 

 

 
 

  ②                   

 

 

 

（２） 次の   にあてはまる数をかきましょう。 
 

① 
２

３
 ＝ 

１２
   ② 

１５

２０
 ＝ 

 ４ 
   ③ 

２

７
 ＝ 

４９
  ④ 

２０

６４
 ＝ 

 ５ 
 

 

（３） 次の分数を約分しましょう。 

① 
１２

３６
         ② 

２４

４２
         ③ 

２０

５０
 

 

 

 

（４） 次の分数を通分しましょう。 

① 
１

５
 ，

５

６
        ② 

８

９
 ，

１

３
       ③ 

５

８
 ，

７

１２
 

 

 

 

（５） 次の分数を通分して大きさを比べ，  にあてはまる不等号をかきましょう。 

① 
２

５
   

１

３
      ② 

３

８
   

５

１２
     ③ 

５

６
   

１２

１４
 

６

１５
  

５

１５
       

９

２４
  

１０

２４
       

３５

４２
  

３６

４２
 

（６） 次の分数を通分しましょう。 
 

① 
２

３
 ，

３

４
 ，

１

２
     

２

３
 ＝ 

１２
 ，

３

４
 ＝ 

１２
 ，

１

２
 ＝ 

１２
 

 

② 
３

５
 ，

７

１０
 ，

１

４
    

３

５
 ＝ 

  
 ，

２

５
 ＝ 

  
 ，

３

４
 ＝ 

  
 

 

 

１８ 

３ １４ 

１６ 

１２÷１２

３６÷１２
 ＝ 

１

３
 

 

２４÷６

４２÷６
 ＝ 

４

７
 

 

２０÷１０

５０÷１０
 ＝ 

２

５
 

６

３０
 ，

２５

３０
 

８

９
 ，

３

９
 

１５

２４
 ，

１４

２４
 

＞ ＜ ＜ 

８ ９ ６ 

１２ １４ ５ 

２０ ２０ ２０ 

 

   
 
         

  
 
      

２

３
 ＝ 

  
 

９ 

６ 

  
 ＝ 

  
 

２ 

１ 

６ 

３ 

約分をするには，分子と分母の最大

公約数で分子と分母をわります。 

分子と分母に

同じ数をかけ

たり，分子と

分母を同じ数

でわったりし

ても大きさは

同じです。 

分母の公倍数をみつけて，それを分

母とする分数になおします。 



小５ 算数「分数」２          組  番 氏名         

 

１ 次のわり算の商を分数で表しましょう。 
 

①２÷３     ②１÷７      ③５÷４     ④１３÷５ 

 

 

２ 次の分数をわり算に表しましょう。 

① 
１

４
       ② 

５

８
        ③ 

７

１６
       ④ 

１１

６
 

 

３ 次の分数を小数で表しましょう。 

① 
１

５
       ② 

３

４
        ③ 

７

２５
       ④ 

１７

１０
 

 

４ 次の小数を分数で表しましょう。 
 

① ０.９     ② ０.１７      ③ ０.２４     ④ ０.５ 

 

 

５ 赤、青、黄の３本テープがあります。 

  テープの長さは右の表の通りです。 

（１） 赤のテープは白のテープの長さの何倍ですか。 
 

（式） 

 

答え          

 

（２） 青のテープは白のテープの長さの何倍ですか。 
 

（式） 

 

答え          

 

６ 次の長さになるように、図に色をぬりましょう。 

（１） １０ｍの
４

５
倍の長さ 

 

（２） ４ｍの
３

２
倍の長さ 

 

赤 青 白 
２５ｍ １０ｍ １５ｍ 

 

１ｍ          

１ｍ



小５ 算数「分数」２ 解答・解説  

 

１ 次のわり算の商を分数で表しましょう。 

① ２÷３ ＝ 
２

３
  ②１÷７ ＝ 

１

７
  ③５÷４ ＝ 

５

４
      ④１３÷５ ＝ 

１３

５
 

２ 次の分数をわり算に表しましょう。 

① 
１

４
 ＝１÷４   ② 

５

８
 ＝５÷８  ③ 

７

１６
 ＝７÷１６  ④ 

１１

６
 ＝１１÷６ 

３ 次の分数を小数で表しましょう。 

① 
１

５
 ＝ １÷５   ② 

３

４
 ＝ ３÷４ ③ 

７

２５
 ＝ ７÷２５  ④

１７

１０
＝１７÷１０ 

    ＝０.２       ＝０.７５     ＝０.２８      ＝１.７ 

４ 次の小数を分数で表しましょう。 

① ０.９＝９÷10 ②０.１７＝１７÷100 ③０.２４＝２４÷100 ④０.５＝５÷10 

＝ 
９

１０
        ＝ 

１７

１００
       ＝ 

２４

１００
      ＝ 

５

１０
 

                      ＝ 
６

２５
       ＝ 

１

２
 

 

５ 赤、青、黄の３本テープがあります。 

  テープの長さは右の表の通りです。 

（１） 赤のテープは白のテープの長さの何倍ですか。 

（式）２５÷１５ ＝ 
２５

１５
 ＝ 

５

３
 

５

３
倍 

 

（２） 青のテープは白のテープの長さの何倍ですか。 

（式）１０÷１５ ＝ 
１０

１５
 ＝ 

２

３
 

２

３
倍 

 

６ 次の長さになるように、図に色をぬりましょう。 

（１） １０ｍの
４

５
倍の長さ 

 

（２） ４ｍの
３

２
倍の長さ 

１ｍ          

１ｍ

赤 青 白 
２５ｍ １０ｍ １５ｍ 

 

答え          

答え          

10m 

4m 



小５ 算数「分数のたし算・ひき算」   組  番 氏名        

 

１ 次の計算をしましょう。 

 （１）
１

２
 ＋ 

１

８
   （２）

３

１０
 ＋ 

１

４
 

 

 

 

 （３）
１

３
 ＋ 

３

４
   （４）

２

９
 ＋ 

５

６
 

 

 

 

 （５）
３

４
 － 

１

６
   （６）

１１

１２
 － 

３

８
 

 

 

 

 （７）
７

８
 － 

５

６
   （８）１

１

３
 － 

４

９
 

 

 

 

 

２ １ｍのリボンを㋐㋑㋒の３本に分けました。 

  ㋐は
１

６
ｍ、㋑は

３

８
ｍになりました。 

 （１）㋐と㋑のリボンの長さの合計は何ｍになりますか。 

（式） 

 

 

答え          
 

 （２）㋒のリボンの長さは何ｍですか。 

（式） 

 

 

答え          



小５ 算数「分数のたし算・ひき算」解答・解説  

 

１ 次の計算をしましょう。 

 （１）
１

２
 ＋ 

１

８
 ＝ 

４

８
 ＋ 

１

８
  （２）

３

１０
 ＋ 

１

４
 ＝ 

６

２０
 ＋ 

５

２０
 

  ＝ 
５

８
      ＝ 

１１

２０
 

 （３）
１

３
 ＋ 

３

４
 ＝ 

４

１２
 ＋ 

９

１２
  （４）

２

９
 ＋ 

５

６
  ＝ 

４

１８
 ＋ 

１５

１８
 

  ＝ 
１３

１２
 （ １

１

１２
 ）    ＝ 

１９

１８
 （ １

１

１８
 ） 

 （５）
３

４
 － 

１

６
 ＝ 

９

１２
 － 

２

１２
  （６）

１１

１２
 － 

３

８
 ＝ 

２２

２４
 － 

９

２４
 

  ＝ 
７

１２
      ＝ 

１３

２４
 

 （７）
７

８
 － 

５

６
 ＝ 

２１

２４
 － 

２０

２４
  （８）１

１

３
 － 

４

９
 ＝ １

３

９
 － 

４

９
 

  ＝ 
１

２４
      ＝ 

１２

９
 － 

４

９
 

        ＝ 
８

９
 

 

 

 

 

 

２ １ｍのリボンを㋐㋑㋒の３本に分けました。 

  ㋐は
１

６
ｍ、㋑は

３

８
ｍになりました。 

 （１）㋐と㋑のリボンの長さの合計は何ｍになりますか。 

（式）
１

６
 ＋ 

３

８
 ＝ 

４

２４
 ＋ 

９

２４
 

＝ 
１３

２４
                 

１３

２４
ｍ 

 

 （２）㋒のリボンの長さは何ｍですか。 

（式）１ － 
１３

２４
 ＝ 

２４

２４
 － 

１３

２４
 

＝ 
１１

２４
                 

１１

２４
ｍ 

【解説】(８)は，まず帯分数を仮分数に直してから，通分して計算することもできます。 

１
１

３
 － 

４

９
 ＝ 

４

３
 － 

４

９
 ＝ 

１２

９
 － 

４

９
 ＝ 

８

９
 

答え          

答え          

分母の最小公倍数を使っ

て通分すると，分子どう

しの計算になります。 



小５ 算数「面積」１         組  番 氏名           

（１）平行四辺形の面積を変えずに長方形

に変形しましょう。 

 
（２）平行四辺形を２つの三角形とみて面

積を求める式を書きましょう。 
 

 

 

 

 

 
 
（式） 

 

（答え） 
 
（３）三角形の面積を求めましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 （式） 

 

 （答え） 

（４）台形の面積を２通りの考え方で求め

る式を書きましょう。 
 

 

 

 

 

 

  （ア）平行四辺形と三角形に分けて求め

た式 

  （式） 

 

 （イ）台形を囲む長方形から三角形をひ

いて求めた式 

  （式） 

 

（５）四角形の面積を２通りの方法で求め

ましょう。どのように考えたか、図と

式に表しましょう。 

 （ア） 

 

 

 

 

 

 

 （式）   （答え） 

 

 

 

 （イ） 

 

 

 

 

 

 

 （式）   （答え） 

 

 

３ 

２ 

長方形 



小５ 算数「面積」１ 解答・解説  

（１）平行四辺形の面積を変えずに長方

形に変形しましょう。 

 
（２）平行四辺形を２つの三角形とみて

面積を求める式を書きましょう。 
 

 

 

 

 

 
 
（式）・８×６÷２×２＝４８ 

    ・８×６＝４８ 

（答え）  ４８㎝２ 
 
（３）三角形の面積を求めましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

（式） ４×６÷２＝１２㎝２ 

 

（答え）  １２㎝２ 

（４）台形の面積を２通りの考え方で求

める式を書きましょう。 
 （ア）平行四辺形と三角形に分けて求

めた式 

      （式）３×４＋(４×４÷２) 

        ＝１２＋８ 

        ＝２０ 

 

 （イ）台形を囲む長方形から三角形を

ひいて求めた式 

       （式） 

４×７－(４×４÷２) 

＝２８－８ 

＝２０ 

（５）四角形の面積を２通りの方法で求

めましょう。どのように考えたか、

図と式に表しましょう。 

 （ア） 

 

 

 

 

 

 

 （式）   （答え） 

 ６×４÷２＋６×１.３÷２ 

 ＝１２＋３.９ 

 ＝１５.９       １５.９㎝２ 

 

 （イ） 

 

 

 

 

 

 

 （式）   （答え） 

 ６×２.１÷２＋６×３.２÷２ 

 ＝６.３＋９.６ 

 ＝１５.９       １５.９㎝２ 

 

３ 

２ 

長方形 

 

 
 
 
      たて３cm 

      よこ２cm 

あわせて４㎝ 

６㎝ 

４㎝ 

６㎝ 

１.３㎝ 

６㎝ 

６㎝ 

３.２㎝ 

２.１㎝ 



小５ 算数「面積」２ 組 番 氏名

次の問いに答えましょう。１ますは１㎝です。

Ｄ Ａ

Ａ Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

（１）①の四角形ＡＢＣＤの面積が， の式で求められることを説明６×９÷２
しましょう。

（２）②の四角形のＡＢＣＤの面積が， の式で求められることを説明７×４÷２
しましょう。

（３）②の四角形のＡＢＣＤの面積が， の式で求められることを説明４×７÷２
しましょう。

１ ２



小５ 算数「面積」２ 解答・解説

次の問いに答えましょう。１ますは１㎝です。

Ｄ Ａ

Ａ Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

（１）①の四角形ＡＢＣＤの面積が， の式で求められることを説明６×９÷２
しましょう。
三角形ＡＢＣの面積は６×５÷２ 三角形ＡＣＤの面積は６×４÷２で表せる。
四角形ＡＢＣＤの面積 ＝ 三角形ＡＢＣの面積 ＋ 三角形ＡＣＤの面積

＝ ６×５÷２＋６×４÷２
＝ （６×５＋６×４）÷２
＝ ６×（５＋４）÷２
＝ ６×９÷２

（２）②の四角形のＡＢＣＤの面積が， の式で求められることを説明７×４÷２
しましょう。
四角形ＡＢＣＤの面積 ＝ 三角形ＡＢＤ面積 － 三角形ＣＢＤの面積

＝ ７×７÷２－７×３÷２
＝ （７×７－７×３）÷２
＝ ７×（７－３）÷２
＝ ７×４÷２

（３）②の四角形のＡＢＣＤの面積が， の式で求められることを説明４×７÷２
しましょう。
四角形ＡＢＣＤの面積 ＝ 三角形ＡＢＣの面積 ＋ 三角形ＡＣＤの面積

＝ ４×４÷２＋４×３÷２
＝ （４×４＋４×３）÷２
＝ ４×（４＋３）÷２
＝ ４×７÷２

【 】ポイント

式を見て，計算の工夫を説明しましょう。いろいろな図形の面積を求めることは，

①公式にあてはめて面積を計算する。

②１つの図形を，三角形や四角形に分けて面積を計算する。

③全体から，周りの図形をひいて面積を計算する。

などの計算について，どの方法が一番わかりやすいか考えましょう。

１ ２



小５ 算数「面積」３ 組 番 氏名

次の問題に答えましょう。

１ いつも学校で使っている教科書の面積は約何㎝ でしょうか。次の①から④までの中２

から１つ選んで，その番号を書きましょう。

① 約 ５０ ㎝２

② 約 １５０ ㎝２

③ 約 ５００ ㎝２

④ 約 １０００ ㎝２

２ 下の三角形 の面積の求め方を考えます。アイウ

とするとき，高さはどこの長さになりますか。辺イウを底辺

次の から までの中から選び，その番号を書きましょう。① ④

 
算 数 

底辺 ④

①

②

③

ア

イ

ウ



小５ 算数「面積」３解答・解説

次の問題に答えましょう。

１ いつも学校で使っている教科書の面積は約何㎝ でしょうか。次の①から④までの中２

から１つ選んで，その番号を書きましょう。

① 約 ５０ ㎝２

② 約 １５０ ㎝２

③ 約 ５００ ㎝２

④ 約 １０００ ㎝２

【解答】 ③

【解説】教科書の大きさは，たて２５.７㎝，横１８.２㎝

で，面積は ２５.７×１８.２＝４６７.７４㎝２

となります。よって，約 ５００㎝ となります。２

２ 下の三角形 の面積の求め方を考えます。アイウ

とするとき，高さはどこの長さになりますか。辺イウを底辺

次の から までの中から選び，その番号を書きましょう。① ④

【解答】 ①

【解説】 底辺が下になるように，図の向きを変えて

みると，高さの位置がわかります （プリント。

の向きを変えてみましょう ）。

 
算 数 

底辺

高さ

ウ

ア

イ

底辺 ④

①

②

③

ア

イ

ウ

 
算 数 



小５ 算数「面積」４             組  番 氏名         

 

１ ある小学校の５年生が，たて３ｃｍ，横４ｃｍの長方形にその半分の面積になる図形をかきました。 

そのすべての図形の面積は，４×３÷２という式でまとめられるそうです。いったい，どんな図形を考

えたのでしょう。 

 長方形の中に考えられる図形を書きましょう。また、面積を求める式を書きましょう。 

(１)長方形 

  (例)      ①      ② 

 

 

 

 

    (式) ４×３÷２ 

(２)三角形 

   ①      ②      ③ 

 

 

 

 

    (式) 

(３)平行四辺形 

   ①      ②      ③ 

 

 

 

 

    (式) 

(４)台形 

   ①      ②      ③ 

  

 

 

 

    (式) 

(５)ひし形・その他 

   ①      ②      ③ 

 

 

 

 

    (式) 



小５ 算数「面積」４ 解答・解説  

１ ４×３÷２とまとめられたのは，長方形の半分という意味があることから、それぞれの公式を見直

し、三角形、ひし形、長方形、平行四辺形、台形には、形にも、それぞれの公式にもつながりがあるこ

とに気づくことをねらいとしている。   

台形    （上底＋下底）× 高さ ÷２   

三角形      底辺  × 高さ ÷２ 

平行四辺形    底辺  × 高さ 

長方形       横  × たて 

 

（長方形） 

 

 

 

 

 

 （三角形）                   （平行四辺形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（台形） 

 

 

 

 

 

 （ひし形）   （その他） 

 

 

 

 



小５ 算数「平均とその利用」     組  番 氏名          

 

１ 下の表は，野田さんが一週間に飲んだ牛乳の量です。 

  この一週間で野田さんは一日に平均何ｍＬの牛乳を飲んだことになりますか。 

（式） 

 

 

 

答え          

 

２ クラスで，Ａ，Ｂ２つのグループに分か

れて花を作りました。それぞれのグループ

の人数と作った花の一人平均の数は，右の

表のようになりました。 

 

（１）Ａ，Ｂ２つのグループはそれぞれ花を何個作りましたか。 

（式） 

 

 

答え  Ａ   個  Ｂ   個   

 

（２）クラス全体では，一人平均何個作ったことになりますか。 

（式） 

 

答え          

 

３ みさとさんが，学校のまわりを１周すると，９００歩 

 ありました。 

  右の表は，みさとさんが１０歩ずつ歩いたときの記 

録です。 

  学校のまわりは，何ｍと考えられますか。 

 

（式） 

 

 

答え          

曜日 日 月 火 水 木 金 土 

牛乳の量（ｍＬ） ４２０ ４５０ ４６０ ４８０ ４４０ ４７０ ４３０ 

 グループの人数 (人) 一人平均の数(個) 

Ａ １６ １０ 

Ｂ １４ １３ 

回 １０歩のきょり 

１ ６ｍ１８ｃｍ 

２ ６ｍ２４ｃｍ 

３ ６ｍ１０ｃｍ 

４ ６ｍ２２ｃｍ 

５ ６ｍ２６ｃｍ 



小５ 算数「平均とその利用」  解答・解説  

１ 下の表は，野田さんが一週間に飲んだ牛乳の量です。 

  この一週間で野田さんは一日に平均何ｍＬの牛乳を飲んだことになりますか。 

（式）４２０＋４５０＋４６０＋４８０＋４４０＋４７０＋４３０＝３１５０ 

      ３１５０÷７＝４５０ 

      ※（４２０+４５０+４６０+４８０+４４０+４７０+４３０）÷７＝４５０ 

 

（別解）４００ｍＬ以上の部分だけを考えると 

         ２０＋５０＋６０＋８０＋４０＋７０＋３０＝３５０ 

         ３５０÷７＝５０  ４００＋５０＝４５０ 

        ※４００+(２０+５０+６０+８０+４０+７０+３０)÷７＝４００+５０ 

＝４５０ 

答え  ４５０ｍＬ   

２ クラスで，Ａ，Ｂ２つのグループに分か

れて花を作りました。それぞれのグループ

の人数と作った花の一人平均の数は，右の

表のようになりました。 

 

（１）Ａ，Ｂ２つのグループはそれぞれ花を何個作りましたか。 

（式） Ａ： １０ × １６ ＝ １６０ 

       Ｂ： １３ × １４ ＝ １８２ 

答え  Ａ１６０個  Ｂ１８２個   

（２）クラス全体では，一人平均何個作ったことになりますか。 

（式） （１６０＋１８２）÷（１６＋１４）＝ ３４２ ÷ ３０ 

                        ＝ １１.４ 

答え  １１.４個   

３ みさとさんが，学校のまわりを１周すると，９００歩 

 ありました。 

  右の表は，みさとさんが１０歩ずつ歩いたときの記 

録です。 

  学校のまわりは，何ｍと考えられますか。 

 

（式）みさとさんの平均の「１０歩のきょり」は 

   （１８＋２４＋１０＋２２＋２６）÷５＝２０ で ６ｍ２０ｃｍ
　　　　みさとさんの平均の歩幅（１歩のきょり）は       

　　　　　　　６ｍ２０ｃｍ÷１０＝６２ｃｍ
　　　　　　　よって、６２ｃｍ×９００＝５５８００ｃｍ  

　　　＝５５８ｍ 

      

 　　　　　　答え  
 
　５５８ｍ

   

曜日 日 月 火 水 木 金 土 

牛乳の量（ｍＬ） ４２０ ４５０ ４６０ ４８０ ４４０ ４７０ ４３０ 

 グループの人数 (人) 一人平均の数(個) 

Ａ １６ １０ 

Ｂ １４ １３ 

回 １０歩のきょり 

１ ６ｍ１８ｃｍ 

２ ６ｍ２４ｃｍ 

３ ６ｍ１０ｃｍ 

４ ６ｍ２２ｃｍ 

５ ６ｍ２６ｃｍ 

y.hkd23
下線

y.hkd23
下線

y.hkd23
下線



小５ 算数「単位量あたりの大きさ」１   組  番 氏名       

 

１ あるラーメン屋には，ＡとＢの２部屋がありま

す。それぞれの部屋の広さと，あるときに入って

いる客の数は右の表のとおりでした。 

どちらの部屋のほうがこんでいるか，こみぐあいを「たたみ１枚あたりの人数」と

「１人あたりのたたみの数」の２通りの方法で分からない数を□にして数直線に表し

て、くらべてみましょう。 

（１）たたみ１枚あたりの客の数でくらべる。 

 ≪部屋Ａ≫ 

 

 

 

 

（式） 

 ≪部屋Ｂ≫ 

 

 

 

 

（式） 

 答え      の方がこんでいる。  

（２）１人あたりのたたみの枚数でくらべる。 

 ≪部屋Ａ≫ 

 

 

 

 

（式） 

 ≪部屋Ｂ≫ 

 

 

 

 

（式） 

 答え      の方がこんでいる。  

 広さ 客の数 

部屋Ａ たたみ１５枚 ８人 

部屋Ｂ たたみ１８枚 １０人 

（ 枚 ） 

（ 人 ） ０ 

０ １ 

（ 枚 ） 

（ 人 ） ０ 

０ １ 

（ 人 ） 

（ 枚 ） ０ 

０ １ 

（ 人 ） 

（ 枚 ） ０ 

０ １ 



小５ 算数「単位量あたりの大きさ」１解答・解説  

 

１ あるラーメン屋には，ＡとＢの２部屋がありま

す。それぞれの部屋の広さと，あるときに入って

いる客の数は右の表のとおりでした。 

どちらの部屋のほうがこんでいるか，こみぐあいを「たたみ１枚あたりの人数」と

「１人あたりのたたみの数」の２通りの方法で分からない数を□にして数直線に表し

て、くらべてみましょう。 

（１）たたみ１枚あたりの客の数でくらべる。 

 ≪部屋Ａ≫ 

 

 

 

 

（式）８÷１５＝０.５３３３・・・ 

 ≪部屋Ｂ≫ 

 

 

 

 

（式）１０÷１８＝０.５５５５・・・ 

 答え  部屋Ｂ の方がこんでいる。  

（２）１人あたりのたたみの枚数でくらべる。 

 ≪部屋Ａ≫ 

 

 

 

 

（式）１５÷ ８＝１.８７５ 

 ≪部屋Ｂ≫ 

 

 

 

 

（式）１８÷１０＝１.８ 

 答え  部屋Ｂ の方がこんでいる。  

 広さ 客の数 

部屋Ａ たたみ１５枚 ８人 

部屋Ｂ たたみ１８枚 １０人 

（ 枚 ） 

（ 人 ） 

（ 枚 ） 

（ 人 ） ０ 

０ １ 

□ ８ 

１５ 

０ 

０ １ 

□ １０ 

１８ 

（ 人 ） 

（ 枚 ） 

（ 人 ） 

（ 枚 ） ０ 

０ １ 

□ １５ 

８ 

０ 

０ １ 

□ １８ 

１０ 

たたみ１枚あたりの人数が

多いほどこんでいるから 

１人あたりのたたみの枚数が

少ないほどこんでいるから 

÷１５ 

÷１５ 

÷１０ 

÷１０ 

÷８ 

÷８ 

÷１０ 

 

÷１０ 

 



小５ 算数「単位量あたりの大きさ」２   組  番 氏名       

 

１ 右の表はＡ市とＢ市の人口と面積を表したもの

です。次の問題に答えましょう。 

 

（１）Ａ市の人口みつ度を調べましょう。 

（式） 

 

 

答え          

 

（２）Ｂ市の人口みつ度を調べましょう。 

（式） 

 

 

答え          

 

２ なしが，スーパーでは２個３２０円，やおやでは３個４５０円で売っています。１個

あたりのねだんでくらべると，どちらのなしが安いですか。←単位量１ 

（式） 

 

 

答え          

 

３ Ａの自動車は５Lのガソリンで６０㎞走り，Ｂの自動車は１２Lのガソリンで１０８㎞

走りました。同じガソリンの量で長い道のりを走ったのは，どちらの自動車ですか。 

（式） 

 

 

答え          

 

４ あるコピー機は１０分間に２５０枚コピーできます。このコピー機で７５枚コピーす

るのにどれくらいの時間がかかりますか。 

（式） 

 

 

 

 

答え          

 人口（人） 面積（㎞２） 

Ａ市 ５５７３８４ １５２ 

Ｂ市 ３４８２７０ ９４ 



小５ 算数「単位量あたりの大きさ」２ 解答・解説  

 

１ 右の表はＡ市とＢ市の人口と面積を表したもの

です。次の問いに答えましょう。 

 

（１）Ａ市の人口みつ度を調べましょう。 

（式）５５７３８４÷１５２＝３６６７ 

※人口みつ度は，１㎞２ あたりの人口なので， 

人口（人）÷ 面積（ ㎞２） で求めることができます。 

答え  ３６６７人   

 

（２）Ｂ市の人口みつ度を調べましょう。 

（式）３４８２７０÷９４＝３７０５ 

答え  ３７０５人   

 

２ なしが，スーパーでは２個３２０円，やおやでは３個４５０円で売っています。１個

あたりのねだんでくらべると，どちらのなしが安いですか。 

（式）スーパー： ３２０÷２＝１６０ （円） 

   やおや ： ４５０÷３＝１５０ （円） 

※１個あたりのねだん ＝ 合計金額 ÷ 個数 

答え やおやのなし  

 

３ Ａの自動車は５Lのガソリンで６０㎞走り，Ｂの自動車は１２Lのガソリンで１０８㎞

走りました。同じガソリンの量で長い道のりを走ったのは，どちらの自動車ですか。 

（式）Ａの自動車： ６０÷５＝１２ 

Ｂの自動車：１０８÷１２＝９ 

※ガソリン１Lあたりで走った道のりを比べます。 

走った道のり（㎞）÷ガソリンの量（L）＝ガソリン１L あたりで走った道のり（㎞） 

答え  Ａの自動車   

 

４ あるコピー機は１０分間に２５０枚コピーできます。このコピー機で７５枚コピーす

るのにどれくらいの時間がかかりますか。 

（式）１０÷２５０＝０.０４・・・・１枚コピーするのにかかる時間 

   ０.０４×７５＝３ 

   （別解）２５０÷１０＝２５・・・１分でコピーできる枚数 

       ７５÷２５＝３ 

答え    ３分    

 

 人口（人） 面積（㎞２） 

Ａ市 ５５７３８４ １５２ 

Ｂ市 ３４８２７０ ９４ 



小５ 算数「速さ」１            組  番 氏名         

 

１ 数直線の上に、「速さ」「道のり」「時間」という言葉を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の問題を、分からない数を□にして数直線に表し、式を書きましょう。 

（１） １５０㎞を３時間で進む自動車の速さは，時速何㎞でしょう。 

 

 

 

 

 

（式） 

 

（２）自動車が時速４０㎞の速さで５時間走ると，何㎞進むでしょう。 

 

 

 

 

 

（式） 

 

（３）台風が時速２５Km で進んでいます。このままの速さで２００km 進むのにかかる

時間はどれだけですか。 

 

 

 

 

 

（式） 

 

０ 

０ １ 

 （km） 

 （時間） 

０ 

１ ０ 

 （km） 

 （時間） 

０ 

１ ０ 

 （km） 

 （時間） 

０ 

０ １ （時間） 

（km） 



小６ 算数「速さ」１ 解答・解説  

 

１ 数直線の上に、「速さ」「道のり」「時間」という言葉を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の問題を、分からない数を□にして数直線に表し、式を書きましょう。 

（１） １５０㎞を３時間で進む自動車の速さは，時速何㎞でしょう。 

 

 

 

 

 

（式）１５０÷３ 

 

（２）自動車が時速４０㎞の速さで５時間走ると，何㎞進むでしょう。 

 

 

 

 

 

（式）４０×５ 

 

（３）台風が時速２５Km で進んでいます。このままの速さで２００km 進むのにかかる

時間はどれだけですか。 

 

 

 

 

 

（式）２００÷２５ 

０ 

０ １ 

□ １５０ 

３ 

 （km） 

 （時間） 

０ ４０ □ 

１ ０ ５ 

 （km） 

 （時間） 

０ ２５ ２００ 

１ ０ □ 

 （km） 

 （時間） 

０ 

０ １ 

速さ 

時間 

道のり 

（時間） 

（km） 



小５ 算数「速さ」２              組  番 氏名         

 

１ 次の（    ）に入る値を書きましょう。 

（１）毎時５４㎞ ＝ 毎分（   ）ｍ ＝ 毎秒（   ）ｍ 

  （式） 

 

 

（２）毎時（   ）㎞ ＝ 毎分４５ｍ ＝ 毎秒（   ）㎝ 

  （式） 

 

 

（３）毎時（   ）㎞ ＝ 毎秒８ｍ 

  （式） 

 

 

２ 自転車が時速９㎞で走っています。 

（１）分速何ｍですか。 

（式） 

答え          

（２）秒速何ｍですか。 

（式） 

答え          

 

３ 時速４０㎞のバスは，６０㎞の道のりを進むのにどれだけかかりますか。 

（式） 

 

答え          

 

４ 分速５０ｍで歩く人は，１時間に何 km 歩きますか。 

（式） 

 

答え          

 

５ ２.７㎞の道のりを３分で進む電車の速さは，時速何 km ですか。 

（式） 

答え          



小５ 算数「速さ」２ 解答・解説  

１ 次の（    ）に入る値を書きましょう。 

（１）毎時５４㎞ ＝ 毎分（９００）ｍ ＝ 毎秒（１５）ｍ 

    ・分速： ５４㎞＝５４０００ｍ ６０分で５４００ｍ進むので 

  ５４０００÷６０＝９００ 

     ・秒速： ９００÷６０＝１５ｍ 

（２）毎時（２.７）㎞ ＝ 毎分４５ｍ ＝ 毎秒（７５）㎝ 

     ・時速：１時間は６０分で、１分で４５ｍ進むから 

 ４５×６０＝２７００  ⇒ ２７００ｍ÷１０００＝２.７㎞ 

     ・秒速：４５ｍ＝４５００㎝ １分は６０秒だから ４５００÷６０＝７５ 

（３）毎時（２８.８）㎞ ＝ 毎秒８ｍ 

      １時間＝６０分＝６０×６０秒 なので、 

８×６０×６０＝２８８００ ２８８００ｍ＝２８.８㎞ 

      または ８×６０×６０÷１０００＝２８．８ 

２ 自転車が時速９㎞で走っています。 

（１）分速何ｍですか。 

（式）９km＝９×１０００ｍ、１時間は６０分なので 

９×１０００÷６０＝９０００÷６０＝１５０  答え  １５０ｍ    

（２）秒速何ｍですか。 

（式）１分は６０秒なので ５０÷６０＝２.５     答え   ２.５ｍ    

３ 時速４０㎞のバスは，６０㎞の道のりを進むのにどれだけかかりますか。 

（式）６０÷４０＝１.５ ０.５×６０＝３０          答え １時間３０分   

４ 分速５０ｍで歩く人は，１時間に何 km 歩きますか。 

（式）５０×６０÷１０００＝３０００÷１０００＝３  答え   ３km     

５ ２.７㎞の道のりを３分で進む電車の速さは，時速何 km ですか。 

（式）２.７÷３×６０＝０.９×６０＝５４            答え  時速５４km   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１時間＝６０分，１分＝６０秒です。また，１時間は３６００秒です。 
 



小５ 算数「速さ」３            組  番 氏名         

 

１ 次の問題に答えましょう 

（１）はじめに２㎞走り，その後時速４㎞で２時間歩いたときの，合計の道のりは何 km

になるでしょう。 

（式） 

 

答え          

 

（２）１５㎞の道のりを，時速４㎞で３時間歩いた時の残りの道のりを求めましょう。 

（式） 

 

答え          

 

（３）たけし君は，家からバス停まで２㎞歩き，時速４０㎞のバスに３０分乗り，しん  

せきの家まで行きました。家からしんせきの家までの道のりを求めましょう。 

（式） 

 

答え          

 

 

２ 弟は毎分７０ｍ，兄は毎分１１０ｍの速さで自宅から駅に向かって歩きます。弟が

自宅を出てから４分後に兄も駅に向かって歩き出しました。次の問いに答えましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）兄が弟に追いつくのは，兄が家を出てから何分後か求めましょう。 

（式） 

 

 

答え          

 

 （２）兄が弟に追いつくのは，自宅から何ｍのところか求めましょう。  

（式） 

 

 

答え          

弟 ⇒ 
自宅 駅 

兄 ⇒ 



小５ 算数「速さ」３ 解答・解説 

 

１ 次の問題に答えましょう 

（１）はじめに２㎞走り，その後時速４㎞で２時間歩いたときの，合計の道のりは何 km

になるでしょう。 

（式）２＋４×２＝２＋８＝１０ 

答え   １０ｋｍ   

 

（２）１５㎞の道のりを，時速４㎞で３時間歩いた時の残りの道のりを求めましょう。 

（式）１５－４×３＝１５－１２＝３ 

答え    ３ｋｍ   

 

（３）たけし君は，家からバス停まで２㎞歩き，時速４０㎞のバスに３０分乗り，しん  

せきの家まで行きました。家からしんせきの家までの道のりを求めましょう。 

（式）４０×
３０

６０
＝２０ ２＋２０＝２２ または２＋４０×

３０

６０
＝２２ 

または ２＋４０×０.５=２＋２０＝２２ 

答え   ２２ｋｍ   

 

２ 弟は毎分７０ｍ，兄は毎分１１０ｍの速さで自宅から駅に向かって歩きます。弟が

自宅を出てから４分後に兄も駅に向かって歩き出しました。次の問いに答えましょ

う。←速さ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 （１）兄が弟に追いつくのは，兄が家を出てから何分後か求めましょう。 

（式）７０×４÷（１１０―７０）＝２８０÷４０＝７ 

兄が自宅を出たとき，弟が先に歩いた道のりは，７０×４＝２８０ｍ 

兄が自宅を出てから同じ時間に弟より２８０ｍ多く歩けば追いつくことになります。 

兄と弟の分速の差：１１０－７０＝４０→１分間に４０ｍずつ兄と弟の距離が近づきます。

よって，兄が弟に追いつくのは， ２８０÷４０＝７ 

答え  ７分後    

 

 （２）兄が弟に追いつくのは，自宅から何ｍのところか求めましょう。  

（式）１１０×７＝７７０ 

兄が弟に追いつくのは，自宅を出てから７分後なので 

答え  ７７０ｍ    

弟 ⇒ 
自宅 駅 

兄 ⇒ 



小６ 算数「速さ」４           組  番 氏名           
 
Ａ駅からＢ駅までは電車で６０㎞，Ａ駅からＣ駅までは電車で１００㎞の道のりがあり

ます。けい子さんは，８時にＡ駅を出発する普通電車と，８時７分にＡ駅を出発する快速

電車について，時間と道のりの関係を調べてグラフを作りました。 
 次の問いに答えましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）普通電車がＢ駅に停車している（止まっている）のは何分間ですか。 
  
 
（２）８時７分にＡ駅を出発する快速電車は，８時３７分に５０㎞地点を通過します。 

この区間で，快速電車の時速を求めましょう。 
 
（３）普通電車は，Ａ駅～Ｂ駅の間とＢ駅～Ｃ駅の間では時速がちがいます。 

Ｂ駅～Ｃ駅の間で，普通電車の時速を求めましょう。 
 
 
（４）快速電車がＢ駅を通過するのは何時何分ですか。 
 
 
（５）快速電車がＣ駅に着くのは普通電車より何分はやいですか。 
 

8 時 37 分 

8時7分 



小６ 算数「速さ」４ 解答・解説  
 
（１）普通電車がＢ駅に停車している（止まっている）のは何分間ですか。 
（解答） Ｂ駅に停車しているのは １０分間 
（解説）グラフから，普通電車は８時４０分にＢ駅に着き，８時５０分にＢ駅を出発して

います。よって，Ｂ駅に停車しているのは １０分間 
 
（２）８時７分にＡ駅を出発する快速電車は，８時３７分に５０㎞地点を通過します。 

この区間で，快速電車の時速を求めましょう。 
（解答） 時速１００㎞ 
（解説）３０分間（  時間）で，５０㎞進むので， 
        ５０÷  ＝１００              時速１００㎞ 
                     
（３）普通電車は，Ａ駅～Ｂ駅の間とＢ駅～Ｃ駅の間では時速がちがいます。 

Ｂ駅～Ｃ駅の間で，普通電車の時速を求めましょう。 
（解答） 時速９６㎞ 
（解説）Ｂ駅～Ｃ駅の道のりは４０㎞ 
                    かかった時間は２５分（   時間） 
          これより ４０÷  ＝９６     時速９６㎞ 
                     
（４）快速電車がＢ駅を通過するのは何時何分ですか。 
（解答） ８時４３分 
（解説） Ａ駅～Ｂ駅の道のりは６０㎞ 快速電車の速度は時速１００㎞なので 
                     かかる時間は６０÷１００＝    
                       時間は３６分 
                     快速電車は８時７分にＡ駅を出発しているので 
                    Ｂ駅を通過するのは ８時４３分 
 
（５）快速電車がＣ駅に着くのは普通電車より何分はやいですか。 
（解答） 快速電車は普通電車より８分はやくＣ駅に着く 
（解説） 普通電車はグラフより９時１５分にＣ駅に着くことがわかります。 
        Ａ駅～Ｃ駅の道のりは１００㎞あり，快速電車は時速１００㎞の速さで走る 
    ので，Ａ駅～Ｃ駅間を走るのにかかる時間は１００÷１００＝１時間です。 
        快速電車は８時７分にＡ駅を出発するのでＣ駅に着くのは９時７分です。 
    そのため，快速電車は普通電車より８分はやくＣ駅に着きます。  

１ 
２ 

５ 
１２ ５

１２ 

１ 
２ 

３ 
５ ３ 

５ 

【ポイント】 

① グラフを見て，道のりの差や時間の経過等が読み取れるようにしましょう。 
② 「道のり」「速さ」「時間」の関係の式をしっかりと覚えましょう。 
③ 時間や分など，単位をそろえて計算できるようにしましょう。 



小６ 算数「速さ」５          組  番 氏名          
 
 次のグラフは，父親が徒歩で自宅を出て，郵便局とコンビニエンスストアで用事を

すませて，自宅に帰った様子を表しています。また，子どもは，父親が出かけたあと，

自宅から自転車でコンビニエンスストアまで行き，自宅まで帰った様子を表していま

す。 
 郵便局は自宅から２㎞地点，コンビニエンスストアはそこから１㎞離れたところに

あります。また，自宅からコンビニエンスストアまでは３㎞離れています。 
 二人とも同じ道を通るとして，次の問いに答えましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）父親が，自宅から郵便局まで歩く速さ（時速）を求めましょう。 
 
 
（２）父親は，郵便局に何分いましたか。 
 
 
（３）子どもが家を出発したのは，何時何分ですか。 
 
 
（４）父親と子どもが，同時にコンビニエンスストアに着きました。子どもの自転車

の速さ（時速）を求めましょう。 
 
 
（５）コンビニエンスストアから帰る途中で，子どもが父親に追いついたのは何時何

分ですか。 
 

郵便局 

コンビニ 
エンスストア 

自宅 

２㎞ １㎞ 

自 コンビニ 
エンスストア 

郵便局 



小６ 算数「速さ」５ 解答・解説  
 
 次のグラフは，父親が徒歩で自宅を出て，郵便局とコンビニエンスストアで用事を

すませて，自宅に帰った様子を表しています。また，子どもは，父親が出かけたあと，

自宅から自転車でコンビニエンスストアまで行き，自宅まで帰った様子を表していま

す。 
 郵便局は自宅から２㎞地点，コンビニエンスストアはそこから１㎞離れたところに

あります。また，自宅からコンビニエンスストアまでは３㎞離れています。 
 二人とも同じ道を通るとして，次の問いに答えましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）父親が，自宅から郵便局まで歩く速さ（時速）を求めましょう。 
（解答） 時速６㎞ 
（解説）自宅から郵便局までは２㎞，グラフから２０分かかっていることがわかりま

す。２０分は  時間なので 
   （速さ）＝（道のり）÷（時間）から     ２÷  ＝６ 
 
（２）父親は，郵便局に何分間いましたか。 
（解答） １０分間 
（解説）父親を表すグラフから，９時２０分から９時３０分までは２㎞の位置のまま

なので，郵便局にいることがわかります。 
 
（３）子どもが家を出発したのは，何時何分ですか。 
（解答） ９時２５分 
（解説）子どもを表すグラフの始まりが，９時２５分になっていることがわかります。 
 
 

郵便局 

コンビニ 
エンスストア 

自宅 

２㎞ １㎞ 
自宅 コンビニ 

エンスストア 
郵便局 

１
３
―

１
３
―

子どもは，ここで父親に追いつきます。 

子どもは，ここで父親を追いぬきます。 



（４）父親と子どもが，同時にコンビニエンスストアに着きました。子どもの自転車

の速さ（時速）を求めましょう。 
（解答） 時速１２㎞ 
（解説）子どもの様子を表すグラフから，１５分間で３㎞を走っていることがわかり

ます。１５分は  時間なので， 
   （速さ）＝（道のり）÷（時間）から     ３÷  ＝１２ 
 
（５）コンビニエンスストアから帰る途中で，子どもが父親に追いついたのは何時何

分ですか。 
（解答） １０時５分 
（解説）コンビニエンスストアから自宅までの間で，父親の様子を表すグラフと，子

どもの様子を表すグラフが交わっているところが，追いつく時間です。その時

間を読み取ると，１０時５分です。 
 

 

 
 

１
４
―

１
４
―

【ポイント】 
グラフから，いろいろな情報を読み取ることができるようにしましょう。 
 ① 進んでいるのか，止まっているのか，その様子がわかります。 
 ② 追いついたり，追いこしたりする時間や距離がわかります。 
 ③ 出発した時間，到着した時間がわかります。 
 ④ どちらが速いか，比べることができます。 
 



小５ 算数「割合」１          組  番 氏名          

 

１ 数直線の上に、「もとにする量」「比べる量」「割合」という言葉を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の問題を、分からない数を□にして線分図に表し、式を書きましょう。 

（１）３ｍは６ｍの何倍ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

（式） 

 

（２）６ｍの２倍は何ｍですか。 

 

 

 

 

 

 

 

（式） 

 

（３）６ｍは何ｍの２倍ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

（式） 

０ 

０ １ 倍 

ｍ 

  倍 

  ｍ 

１倍 

  ｍ 

１倍 

  倍 

  ｍ 

  ｍ 

  倍 

  ｍ 

  ｍ 

１倍 



小５ 算数「割合」１ 解答・解説  

 

１ 数直線の上に、「もとにする量」「比べる量」「割合」という言葉を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の問題を、分からない数を□にして線分図に表し、式を書きましょう。 

（１）３ｍは６ｍ（の）をもとにすると何倍ですか。 

 

 

 

 

 

 

（式） ３÷６ 

 

（２）６ｍ（の）をもとにすると２倍は何ｍですか。 

 

 

 

 

 

 

（式） ６×２ 

 

（３）６ｍは何ｍ（の）をもとにすると２倍ですか。 

 

 

 

 

 

 

（式） ６÷２ 

０ 

０ １ 

もとにする量 

割合 

比べる量 

倍 

ｍ 

６ｍ 

もとにする量 

３ｍ 

２倍 

□ｍ 

６ｍ 

もとにする量 

１倍 

２倍 

６ｍ 

□ｍ 

もとにする量 

１倍 

「もとにする量」が１倍です。 

÷６ 

×２ 

１倍が２倍（×２）になっているので、 

６ｍも２倍（×２）します。 

÷２ 

２倍を２でわると１倍になるので、 

６ｍも２でわります。 

問題文の「の」

を「をもとにし

て」と考えると

もとにする量が

分かります。 

問題文の「の」

を「をもとにし

て」と考えると

もとにする量が

分かります。 

問題文の「の」

を「をもとにし

て」と考えると

もとにする量が

分かります。 

もとにする量を１としたときに、 

比べる量にあたる値を割合といいます。 

□倍 

１倍 

６ｍを６でわると１倍になるので、 

３ｍも６でわります。 



小５ 算数「割合」２          組  番 氏名          

 

１ 次の問題の求める式と答えを書きましょう。 

テープが３本あります。テープの長さは，次のようになっています。 

・赤色のテープの長さは３ｍ 

・青色のテープの長さは６ｍ 

・黄色のテープの長さは１２ｍ 

（１） 黄色のテープの長さは，赤色のテープの長さの何倍ですか。 

（式） 

答え          

（２） 青色のテープの長さは，黄色のテープの長さの何倍ですか。 

（式） 

答え          

 

２ 校外学習で体験活動をすることになりました。それぞれ

の定員は右の表の通りです。 

（１）バター作りには定員の１.２倍の希望がありました。 

希望者は何人だったでしょう。 

（式） 

答え          

 

（２）キャンドル作りには定員の０.７倍の希望がありました。 

希望者は何人だったでしょう。 

（式） 

答え          

 

３ 公園があります。この公園には遊具や花だんがあります。 

花だんの面積は６０㎡あり、これは公園全体の０.３倍に

あたります。公園全体の面積は何㎡ありますか。 

線分図に書いて考えましょう。 

  （図） 

 

 

 

 

 

 

 

（式） 

答え          

バター作り ２０名 

ジャム作り ２５名 

キャンドル作り ４０名 

  倍 

  ㎡ 

 倍 

  ㎡ 



 

小５ 算数「割合」２ 解答・解説  

１ 次の問題の求める式と答えを書きましょう。 

テープが３本あります。テープの長さは，次のようになっています。 

・赤色のテープの長さは３ｍ 

・青色のテープの長さは６ｍ 

・黄色のテープの長さは１２ｍ 

（１）黄色のテープの長さは，赤色のテープの長さ（の）をもとにすると何倍ですか。 

式 １２÷３＝４ 

答え    ４倍     

（２）青色のテープの長さは，黄色のテープの長さ（の）をもとにすると何倍ですか。 

式 ６÷１２＝０.５ 

答え   ０.５倍    

 

２ 校外学習で体験活動をすることになりました。それぞれ

の定員は右の表の通りです。 

（１）バター作りには定員の１.２倍の希望がありました。 

希望者は何人だったでしょう。 

（式）２０×１.２＝２４ 

答え   ２４人    

 

（２）キャンドル作りには定員の０.７倍の希望がありました。 

希望者は何人だったでしょう。 

（式）４０×０.７＝２８ 

答え   ２８人   

 

３ 公園があります。この公園には遊具や花だんがあります。 

花だんの面積は６０㎡あり、これは公園全体の０.３倍に

あたります。公園全体の面積は何㎡ありますか。 

線分図に書いて考えましょう。 

  （図） 

 

 

 

 

 

 

 

（式）６０÷０.３＝２００ 

答え  ２００㎡   

バター作り ２０名 

ジャム作り ２５名 

キャンドル作り ４０名 

０.３倍 

６０㎡ 

１倍 

 □㎡ 

問題文の「の」を「をもとにし

て」と考えるともとにする量が分

÷０.３ 

÷０.３ 



小５ 算数「割合」３          組  番 氏名          

 

１ 割合の関係を表す表を完成させましょう。 

割合を表す小数 １ ０.１ ０.０１ ０.００１ 

百分率     

歩合     

 

２ 小数を百分率に，百分率を小数に直しましょう。 

（１）０.３５→（    ）（２）０.８→（     ）（３）２.１７→（     ） 

 

（４）５６％→（    ）（５）６４.９％→（    ）（６）１５０％→（    ） 

 

３ 次の問題の答えを求める式と答えを書きましょう。 

（１）２０ｍは，４０ｍの何％ですか。 

（式） 

答え          

 

（２）３６００ｇの２５％は何ｇですか。 

（式） 

答え          

 

（３）ある本屋で定価１６００円の本が，定価の３０％引きで売られています。代金はい

くらになりますか。 

（式） 

答え          

 

（４）あるデパートでウインターセールをしています。さくらさんは定価の２０％引きで

マフラーを買いました。代金は１２００円でした。マフラーのもとのねだんは何円

ですか。 

（式） 

答え          

 

４ ３００ｍの４０％は，４８０ｍの何％ですか。 

（式） 

答え          

 

５ ２５６ページの本を，昨日は全体の２５％を読み、今日は読んでいない残りの７５％

を読みました。明日何ページ読むと読み終わるでしょうか。 

（式） 

答え          



小５ 算数「割合」３ 解答・解説  

 

１ 割合の関係を表す表を完成させましょう。 

割合を表す小数 １ ０.１ ０.０１ ０.００１ 

百分率 １００％ １０％ １％ ０.１％ 

歩合 １０割 １割 １分 １厘 

 

２ 小数を百分率に，百分率を小数に直しましょう。 

（１）０.３５→（ ３５％ ）（２）０.８→（ ８０％ ）（３）２.１７→（ ２１７％ ） 

 

（４）５６％→（ ０.５６ ）（５）６４.９％→（０.６４９）（６）１５０％→（１.５） 

 

３ 次の問題の答えを求める式と答えを書きましょう。 

（１）２０ｍは，４０ｍの何％ですか。 

（式）２０÷４０×１００＝５０ 

答え   ５０％    

 

（２）３６００ｇの２５％は何ｇですか。 

（式）３６００×（２５÷１００）＝３６００×０.２５＝９００ 

答え  ９００ｇ    

 

（３）ある本屋で定価１６００円の本が，定価の３０％引きで売られています。代金はい

くらになりますか。 

（式）１６００×（１－３０÷１００）＝１６００×０.７＝１１２０ 

答え  １１２０円   

 

（線分図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１００倍して倍を百分率にします。 

１００でわって百分率を倍にします。 

１００でわって百分率を倍にします。 

０.７倍 

□ 円 

１倍 

１６００円 
×０.７ 

×０.７ 

０.３倍 

３０％は０.３倍です。 

全体の１から０.３倍を引いた０.７

が代金の割合になります。 



（４）あるデパートでウインターセールをしています。さくらさんは定価の２０％引きで

マフラーを買いました。代金は１２００円でした。マフラーのもとのねだんは何円

ですか。 

 

（式）１２００÷（１－２÷１００）＝１２００÷０.８＝１５００ 

答え  １５００円  

 

（線分図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ３００ｍの４０％は，４８０ｍの何％ですか。 

（式）３００×（４０÷１００）＝３００×０.４＝１２０ 

   １２０÷４８０×１００＝０.２５×１００＝２５ 

答え   ２５％   

 

５ ２５６ページの本を，昨日は全体の２５％を読み、今日は読んでいない残りの７５％

を読みました。明日何ページ読むと読み終わるでしょうか。 

（式）２５６×（２５÷１００）＝２５６×０.２５ 

＝６４ 昨日読んだ分 

   ２５６－６４＝１９２      昨日の残りの分 

   １９２×０.７５＝１４４     今日読んだ分 

   １９２－１４４＝４８      今日の残りの分 

答え  ４８ページ  

     ※ちなみに一つの式にすると 

２５６－２５６×０.２５－{２５６－（２５６×０.２５）}×０.７５ 

     昨日の分          今日の分 

＝２５６－２５６×０.２５－２５６×（１－０.２５）×０.７５ 

 ＝２５６－２５６×０.２５－（２５６×０.７５×０.７５） 

       ＝２５６×（１－０.２５－０.７５×０.７５） 

       ＝２５６×（０.７５－０.５６２５） 

       ＝２５６×０.１８７５ 

       ＝４８ 

０.８倍 

１２００円 

１倍 

□ 円 ÷０.８ 

÷０.８ 

０.２倍 

２０％は０.２倍です。 

１００でわって百分率を倍にします。 

全体の１から０.２倍を引いた値が代金

の割合になるので、１２００円はもと

の数の０.８倍になります。 



小５ 算数「割合」４          組  番 氏名          

 

１ さとし君とまさる君が走り幅とびをして，次のことが分かっています。 

 

 

 

（１）まさる君の記録と，さとし君の記録の関係を正しく表している図はどれですか。

次の①～④の中から選びましょう。 

   ① 

 

 

 

 

   ② 

 

 

 
   ③ 

 

 

 
 

   ④ 

 

 

 

 

（２）さとし君の記録は何ｍになりますか。 

（式） 

答え          

 

２ 今年の１年生は９０名で，昨年より２０％増えました。昨年の１年生は何人ですか。 

（式） 

 

答え          

 

３ 定価３００００円のカメラを，Ａの店では３０％引きで，Ｂの店では８０００円引

きで売っています。どちらの店のほうが安いですか。 

（式） 

 

答え          

まさる君の記録は、さとし君のとんだ距離の０.７倍です。 

まさる君の記録は、３５０ｍです。 

 

答え      



小５ 算数「割合」４ 解答・解説  

１ さとし君とまさる君が走り幅とびをして，次のことが分かっています。 

 

 

 

（１） まさる君の記録と，さとし君の記録の関係を正しく表している図はどれですか。

次の①～④の中から選びましょう。 

さとし君の記録をもとに、まさる君の記録を考えているから、さとし君の記 

録が割合の１になる。まさる君は３５０ｍで割合が０.７だから、正しい図は③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）さとし君の記録は何ｍになりますか。 

（式）３５０÷０.７＝５００ 

答え  ５００㎝   

 

２ 今年の１年生は９０名で，昨年より２０％増えました。昨年の１年生は何人ですか。 

（式）９０÷１.２＝７５ 

答え   ７５人   

  昨年の人数と比べると，今年の９０人は２０％増えたということなので， 

       （今年の人数）＝（昨年の人数）×１２０％ 

つまり  （昨年の人数）＝（今年の人数）÷１.２ 

 

３ 定価３００００円のカメラを，Ａの店では３０％引きで，Ｂの店では８０００円引

きで売っています。どちらの店のほうが安いですか。 

（式）３００００×（１－０.３）＝３００００×０.７ 

                ＝２１０００ 

   ３００００－８０００＝２２０００ 

（別解）３００００×０.３＝９０００ 

    ８０００円より９０００円の方が安くなっているからＡ店 

答え    Ａ店    

まさる君の記録は、さとし君のとんだ距離の０.７倍です。 

まさる君の記録は、３５０ｍです。 

答え ③   



小５ 算数「割合のグラフ」１      組  番 氏名          

 

ある学級の３０人に，好きなくだものについてアンケートをとった結果をまとめまし

た。次の問いに答えましょう。 

 

（１） 下の表を完成させましょう。 

好きなくだもの 

くだもの メロン ぶどう みかん もも その他 合計 

人数（人） ９ ７ ５ ４ ５ ３０ 

割合（％）       

 

（２） 上の表から，帯グラフと円グラフに表しましょう。 

好きなくだものの割合 

 

 

 

 

 

好きなくだものの割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算スペース 



小５ 算数「割合のグラフ」１解答・解説  

ある学級の３０人に，好きなくだものについてアンケートをとった結果をまとめまし

た。次の問いに答えましょう。 

 

（１）下の表を完成させましょう。 

くだもの メロン ぶどう みかん もも その他 合計 

人数（人） ９ ７ ５ ４ ５ ３０ 

割合（％） ３０ ２３ １７ １３ １７ １００ 

 

 

 

 

 

 

（２）上の表から，帯グラフと円グラフに表しましょう。 

好きなくだものの割合 

 

 

 

 

 

 

好きなくだものの割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９÷30 ７÷30 ５÷30 ４÷30 
合計が 100％にならないと

きは、一番大きい部分か、

「その他」の割合を変えて

100％になるようにします。 

７÷30×100＝23.333 ⇒２３ 

わり切れないときは1/10の位を

四捨五入して求めます。 

① 左から右に向かって、百分率

の大きい順に書いていく。 

② 「その他」は最後に書く。 

① 真上から右まわりに、百分率

の大きい順に書いていく。 

② 「その他」は最後に書く。 

計算スペース 

 

メロン 

メロン 

ぶどう 

ぶどう 

みかん 

みかん 

もも 

その他 

その他 もも 



小５ 算数「割合のグラフ」２       組  番 氏名         

１ 下の資料は、千葉県の農業産出総額とおもな部門別の割合を表したグラフです。 

       千葉県の農業産出額（２０１８年） 

     

（１）米の産出額はいくらでしょう。 

（式） 

答え            

（２）野菜の産出額はちく産の産出額の何倍でしょう 

（式） 

答え         

２ 下のグラフは、千葉県の農業産出額の変化です。 

   

（１）２０１３年の米の生産額と２０１８年の米の生産額は同じですか。 

正しいほうに〇をしましょう。 

答え   はい ・ いいえ    

（２）（１）のように考えた理由を書きましょう。 

 

 

野菜

36%

ちく産

30%

米

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０１８年

２０１３年

２００８年

千葉県の農業産出額

野菜 畜産 米 いも類 花き その他

いも類 

５％ 

花き 

５％ 

果実 

４％ 

豆類 

２％ 

その他 

１％ 

総額 

4259 億円 

5%

総額 
4216 億円 

総額 
4259 億円 

総額 
4141 億円 

18％ 25％ 39％ 

17％ 26％ 41％ 

36％ 30％ 17％ 

5%

5% 5%

4%

5% 7%

8%

8%



小５ 算数「割合のグラフ」２ 解答・解説  

１ 下の資料は、千葉県の農業産出総額とおもな部門別の割合を表したグラフです。 

       千葉県の農業産出額（２０１８年） 

     

（１）米の産出額はいくらでしょう。 

（式）４２５９×０.１７＝７２３.０３ 

答え  723 億 300 万円  

（２）野菜の産出額はちく産の産出額の何倍でしょう 

（式）３６÷３０＝１.２ 

答え  １.２倍   

２ 下のグラフは、千葉県の農業産出額の変化です。 

   

（１）２０１３年の米の生産額と２０１８年の米の生産額は同じですか。 

正しいほうに〇をしましょう。 

                    答え   はい ・ いいえ    

（２）（１）のように考えた理由を書きましょう。 

 

 

野菜

36%

ちく産

30%

米

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０１８年

２０１３年

２００８年

千葉県の農業産出額

野菜 畜産 米 いも類 花き その他

いも類 

５％ 

花き 

５％ 

果実 

４％ 

豆類 

２％ 

その他 

１％ 

総額 

4259 億円 

5%18％ 25％ 39％ 

17％ 26％ 41％ 

36％ 30％ 17％ 

5%

5% 5%

4%

5% 7%

8%

8%

割合は同じですが、もとになる総額が違うので、生産額は変わります。 
２０１８年の方が総額は多いので、米の生産額も２０１８年の方が多くなります。 

総額 
4216 億円 

総額 
4141 億円 

総額 
4259 億円 



小５ 算数「円と正多角形」      組  番 氏名          

１ 円を使って、正八角形をかきましょう。また、どのようにかいたか説明しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２    にあてはまる言葉を書きましょう。 

 

（１）正六角形は、６つの         がすべて等しく、６つの         

 

もすべて等しい          である 

 

（２）円周＝      × 

 

３ 次の長さを求めましょう。 

（１）半径８ｃｍの円の周 

（式）                           答え      ㎝ 

（２）円周が３７.６８ｃｍの円の直径 

（式）                           答え      ㎝ 

（３）Aは直径１０ｍ、Bは直径７ｍ、Cは直径３ｍの 

それぞれ半円です。 

   Aの半円の周りの長さと Bと Cの半円の      A 

周りの長さを合わせた長さをそれぞれ求め        B 

ましょう。気づいたことを書きましょう。         

 （式）                                  C 

                    

答え A      ㎝ Bと C      ㎝  

（気づいたこと） 

 

 

（説明） 

・ 



小５ 算数「円と正多角形」 解答・解説  

１ 円を使って、正八角形をかきましょう。また、どのようにかいたか説明しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２    にあてはまる言葉を書きましょう。 

 

（１）正六角形は、６つの   辺の長さ  がすべて等しく、６つの  角の大きさ 

 

もすべて等しい    六角形    である 

 

（２）円周＝   直径   ×  円周率 

 

３ 次の長さを求めましょう。 

（１）半径８ｃｍの円の周 

（式） ８×２×３.１４＝５０.２４           答え  ５０.２４ ㎝ 

（２）円周が３７.６８ｍの円の直径 

（式） ３７.６８÷３.１４＝１２            答え   １２  ㎝ 

（３）Aは直径１０ｍ、Bは直径７ｍ、Cは直径３ｍの 

それぞれ半円です。 

   Aの半円の周りの長さと Bと Cの半円の      A 

周りの長さを合わせた長さをそれぞれ求め        B 

ましょう。気づいたことを書きましょう。         

 （式）A   １０×３.１４＝３１.４                    C 

    B＋C ７×３.１４＋３×３.１４＝３１.４ 

  答え A ３１.４㎝  Bと C ３１.４㎝ 

 （気づいたこと） 

  A の周の長さと B と C の周の長さの長さは等しい。図だけを見ただけでは、すぐには

等しいことはわからないが、式を見るとわかる。 

７×３.１４＋３×３.１４＝（７＋３）×３.１４＝１０×３.１４＝３１.４ 

（説明） 

正八角形は、円の中心のまわりを８

等分して、４５°になるように半径を

順にかき、そのはしの点を直線でつな

いでかくことができます。 

・ 



小５ 算数「角柱と円柱」 組 番 名前

１ 三角柱から六角柱までの立体があります。

次の問いに答えましょう。

（１）それぞれ 「側面の数 「頂点の数 「辺の数」が， 」， 」，

いくつあるか調べ，その数を下の表に書きましょう。

三角柱 四角柱 五角柱 六角柱

側面の数

頂点の数

辺の数

（２）立体図形について，下の にあてはまる言葉を書きましょう。

２ 下は，三角柱の見取り図です。 ３ 下は三角柱の展開図です。正しく完成させ

正しく完成させましょう。 ましょう。

上にあった，三角柱や四角柱などの立体を と①

いいます。それに対し，右のような立体は

といいます。両方とも を② ③

垂直にむすんだ長さが高さとなります。



小５ 算数「角柱と円柱」解答・解説

１

（１）

三角柱 四角柱 五角柱 六角柱

３ ４ ５ ６側面の数

６ ８ １０ １２頂点の数

９ １２ １５ １８辺の数

角柱や円柱の，上下の面は「底面」です。

（２）

① 角柱 ② 円柱 ③ 底面

２ 下は，三角柱の見取り図です。 ３ 下は三角柱の展開図です。正しく完成させ

正しく完成させましょう。 ましょう。

＊見取り図では，奥にある見えない

辺は点線 で書きます。

底面



小５ 算数「変わり方」        組  番 氏名         

 

１ 下の図のようにマッチ棒を使って正方形を横にならべていきます。 

 

 

 

正方形の数とマッチ棒の数の関係を調べてみましょう。 

（１）次の表に数を入れましょう。 

 

（２）正方形の数が１増えると、マッチ棒の数はいくつ増えますか。 

 

答え          

 

（３）正方形の数が１０個の時、マッチ棒の数はいくつになりますか。 

 

 

答え          

 

（４）正方形の数を□、マッチ棒の数を○として、関係を式に表しましょう。 

 

答え              

 

２ ご石を下の図のように正方形にならべていきます。 

 

 

 

 

（１）１辺の数が５個の時、ご石の数はいくつになりますか。 

 

答え          

 

（２）１辺の数が１０個の時、ご石の数はいくつになりますか。 

 

 

 

 

答え          

正方形の数（個） １ ２ ３ ４ ５ ６  

マッチ棒の数（本）        

●● 
●● 

●●●● 
●  ● 
●  ● 
●●●● 

●●● 
● ● 
●●● 

●●●●● 
●   ● 
●   ● 
●   ● 
●●●●● 

・・・・ 
●● 

・・・・ 
●● 



小５ 算数「変わり方」 解答・解説  

１ 下の図のようにマッチ棒を使って正方形を横にならべていきます。 

 

 

 

正方形の数とマッチ棒の数の関係を調べてみましょう。 

（１）次の表に数を入れましょう。 

（２）正方形の数が１増えると、マッチ棒の数はいくつ増えますか。 

答え    ３本     

（３）正方形の数が１０個の時、マッチ棒の数はいくつになりますか。 

正方形の数（個） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

マッチ棒の数（本） ４ ７ 10 13 16 19 22 25 28 31 

（式）４＋３×９＝４＋２７＝３１ 

    （別解）１＋３×１０＝１＋３０＝３１ 

答え   ３１本    

（４）正方形の数を□、マッチ棒の数を○として、関係を式に表しましょう。 

  正方形が１個増えるごとにマッチ棒は３本増えています。 

  始めの正方形もそう考えると、増えている分の３本の他に１本あります。 

答え   １＋３×□＝●    

２ ご石を下の図のように正方形にならべていきます。 

 

 

 

 

（１）１辺の数が５個の時、ご石の数はいくつになりますか。 

   図から １６個 

   （式）４×４＝１６ 

   （別解）５×４－４＝２０－４＝１６ 

答え   １６個    

（２）１辺の数が１０個の時、ご石の数はいくつになりますか。 

１辺の数（個） ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

ご石の数（個） ４ ８ 12 16 20 24 28 32 36 

 

 

 
 

答え   ３６個    

正方形の数（個） １ ２ ３ ４ ５ ６  

マッチ棒の数（本） ４ ７ １０ １３ １６ １９  

●● 
●● 

●●●● 
●  ● 
●  ● 
●●●● 

●●● 
● ● 
●●● 

●●●●● 
●   ● 
●   ● 
●   ● 
●●●●● 

・・・・ 
●● 

・・・・ 
●● 

  ３本ずつ増えています。

●●…●● 
●   ● 
：   ： 
●   ● 
●●…●● 

●●…●● 
●   ● 
：   ： 
●   ● 
●●…●● 

１辺の数よりも１小さい９

個のご石が４つあるから 

９×４=３６ 

（別式）（１０－１）×４ 

１辺１０個のご石が４つあり、

４つの頂点が重なるから 

１０×４－４=３６ 

●●●●● 
●   ● 
●   ● 
●   ● 
●●●●● 


